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第９節　体育 / 保健体育

１　これまでの課題（小中一貫教育要領に基づく実践から見られた課題）

○　指導者から見た課題

・　基礎的な知識や技能を身に付けさせること。

・　習得した知識や技能を活用し，主体的に運動に取り組む力を身に付けさせること。

・　習得した知識や技能を活用し，課題を解決したり，学習したことを相手に分かりやす

く伝えたりする力を身に付けさせること。

・　体育や保健体育の授業以外でも主体的に運動する習慣を身に付けさせること。

・　健康の保持増進に関する知識を系統立てて指導すること。

・　自他の健康課題を発見し，主体的に課題解決に取り組ませること。

○　児童・生徒の実態

・　運動する子どもとそうでない子どもの二極化が見られること。

・　全体として体力の低下傾向に歯止めは掛かっているものの，体力水準の高かった昭和

60 年頃と比較すると，依然として低い傾向が見られること。また，中学校・義務教育学

校（後期課程）においては，全国平均値よりも低い傾向が続いていること。

・　児童・生徒の生活習慣の乱れやストレスの増大が健康に影響を与えていること。

・　学習した成果を実生活に生かしたり，運動やスポーツの習慣化を図ったりすることに

ついては課題があること。

・　運動やスポーツ，外遊びに必要な時間・空間・仲間などの減少が続き，体力低下との

関連が指摘されていること。

２　課題を克服するための視点

（１）三つの資質・能力を高めるための学習過程の編成

（２）運動意欲・運動能力の二極化と体力向上への対応

（３）運動が苦手な児童・生徒への配慮

（４）オリンピック・パラリンピック教育の推進

（５）保健領域・保健分野の学習の充実

（６）運動の習慣化

３　具体的な手だて

○　運動や健康に関する課題を発見し，その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，

資質・能力の三つの柱を確実に身に付けさせることができるような「課題解決的な学習」

を９年間通して実践していく。（課題をもつ ⇒ 判断する ⇒ 運動する ⇒ 振り返る）

○　児童・生徒の発達段階を踏まえて，学習したことを実生活や実社会に生かせるよう，保

健分野との関連を図りながら，９年間の系統性のある指導を行う。

○　児童・生徒が，楽しく，安心して運動に取り組むことができるようにし，その結果とし

て体力の向上につながる指導等の在り方について改善を図る。その際，特に，運動が苦手

な児童・生徒や運動に意欲的でない児童・生徒への指導等の在り方について配慮する。

・　各運動の特性に十分ふれさせる。
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・　できる喜びを味わわせ，認められる，称賛される機会を多く設定する。

・　児童・生徒がつまずきを克服できるような用具や場を工夫・準備する。

・　児童・生徒の実態に応じたスモールステップの段階を踏む。

・　テクニカルアドバイザー等を活用し，体育・保健体育科の授業改善を図る。

・　タブレットや映像資料等の ICT 機器を効果的に活用する。

○　体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに，健康や体力の状況に応じて体力を高め

る必要性を認識し，運動やスポーツの習慣化につなげる観点から，低学年で身に付けた動

きを基に，体つくり運動の内容等について改善を図る。「体つくり運動」以外の領域にお

いても，学習した結果としてより一層の体力向上を図ることができるようにする。その際，

保育園・幼稚園との関連も図る。

○　各領域で身に付けさせたい具体的な内容を，資質・能力の三つの柱に沿って明確に示す。

特に「思考力，判断力，表現力等」及び「学びに向かう力，人間性等」の内容の明確化を

図る。その際，自己や仲間で考えたことを理由と合わせて他者に伝えるような学び合いの

時間を意図的に設定する。また，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかか

わらず，「する・みる・支える・知る」等，運動やスポーツの多様な楽しみ方の共有がで

きるよう配慮する。

○　スポーツの意義や価値等の理解につながるよう，内容等について改善を図る。特に，東

京２０２０大会がもたらす成果を次世代に引き継いでいく観点から，知識に関する領域に

おいて，オリンピック・パラリンピックの意義や価値等の指導について改善を図る。

○　保健については，「身近な生活や個人生活における健康・安全についての資質・能力の

育成を重視する観点から，内容等の改善を図る。その際，心の健康やがん等の疾病の予防

に関する健康問題の解決に関する内容，ストレス対処やけがの手当て，心肺蘇生法等の

『技能』に関する内容等を充実する。また，個人生活における健康課題を解決することを

重視する観点から，健康な生活と疾病の予防の内容を学年ごとに配当する。（第 7 学年か

ら第 9 学年）とともに，体育との一層の関連を図った内容等について改善を図る。その際，

市民科と連携して指導する。

○　体育の授業以外の休み時間や放課後，家庭においても体力の向上を図るために，品川ス

ポーツトライアルやワンミニッツエクササイズ等の取組を継続的に実践していく。

第１　目標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するととも

に，基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するととも

に，他者に伝える力を養う。

(3) 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな

生活を営む態度を養う。
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第２　各学年の目標及び内容

１　目　標

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

各
学
年
の
目
標

(1) 各種の運動遊びの楽しさに

触れ，その行い方を知るとと

もに，基本的な動きを身に付

けるようにする。

(2) 各種の運動遊びの行い方を

工夫するとともに，考えたこ

とを他者に伝える力を養う。

(3) 各種の運動遊びに進んで取

り組み，きまりを守り誰とで

も仲よく運動をしたり，健

康・安全に留意したりし，意

欲的に運動をする態度を養

う。

(1) 各種の運動の楽しさや喜び

に触れ，その行い方及び健康

で安全な生活や体の発育・発

達について理解するととも

に，基本的な動きや技能を身

に付けるようにする。

(2) 自己の運動や身近な生活に

おける健康の課題を見付け，

その解決のための方法や活

動を工夫するとともに，考え

たことを他者に伝える力を

養う。

(3) 各種の運動に進んで取り組

み，きまりを守り誰とでも仲

よく運動をしたり，友達の考

えを認めたり，場や用具の安

全に留意したりし，最後まで

努力して運動をする態度を

養う。また，健康の大切さに

気付き，自己の健康の保持増

進に進んで取り組む態度を

養う。

(1) 各種の運動の楽しさや喜び

を味わい，その行い方及び心

の健康やけがの防止，病気の

予防について理解するとと

もに，各種の運動の特性に応

じた基本的な技能及び健康

で安全な生活を営むための

技能を身に付けるようにす

る。

(2) 自己やグループの運動の課

題や身近な健康に関わる課

題を見付け，その解決のため

の方法や活動を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝える力を養

う。

(3) 各種の運動に積極的に取り

組み，約束を守り助け合って

運動をしたり，仲間の考えや

取組を認めたり，場や用具の

安全に留意したりし，自己の

最善を尽くして運動をする

態度を養う。また，健康・安

全の大切さに気付き，自己の

健康の保持増進や回復に進

んで取り組む態度を養う。
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第７学年及び第８学年 第９学年

〔体育分野〕

(1) 運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを

味わい，運動を豊かに実践することができるようにする

ため，運動，体力の必要性について理解するとともに，

基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 運動についての自己の課題を発見し，合理的な解決に

向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝える力を養う。

(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り

組む，互いに協力する，自己の役割を果たす，一人一人

の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに，

健康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運動をする

態度を養う。

(1) 運動の合理的な実践を通して，運動の

楽しさや喜びを味わい，生涯にわたって

運動を豊かに実践することができるよう

にするため，運動，体力の必要性につい

て理解するとともに，基本的な技能を身

に付けるようにする。

(2) 運動についての自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて思考し判断

するとともに，自己や仲間の考えたこと

を他者に伝える力を養う。

(3) 運動における競争や協働の経験を通し

て，公正に取り組む，互いに協力する，

自己の責任を果たす，参画する，一人一

人の違いを大切にしようとするなどの意

欲を育てるとともに，健康・安全を確保

して，生涯にわたって運動に親しむ態度

を養う。

〔保健分野〕

(1) 個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝え

る力を養う。

(3) 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。
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２　内　容

〔体育分野〕

Ａ　体つくり運動系・体つくり運動

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ａ　体つくりの運動遊び

　体つくりの運動遊びについて，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

Ａ　体つくり運動

　体つくり運動について，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を

知るとともに，体を動かす心地よさを味わったり，

基本的な動きを身に付けたりすること。

ア　体ほぐしの運動遊びでは，手軽な運動遊びを

行い，心と体の変化に気付いたり，みんなで関わり

合ったりすること。

イ　多様な動きをつくる運動遊びでは，体のバラ

ンスをとる動き，体を移動する動き，用具を操作す

る動き，力試しの動きをすること。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方

を知るとともに，体を動かす心地よさを味わった

り，基本的な動きを身に付けたりすること。

ア　体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と

体の変化に気付いたり，みんなで関わり合ったり

すること。

イ　多様な動きをつくる運動では，体のバランス

をとる動き，体を移動する動き，用具を操作する動

き，力試しの動きをし，それらを組み合わせること。

(2) 体をほぐしたり多様な動きをつくったりする

遊び方を工夫するとともに，考えたことを友達に

伝えること。

(2) 自己の課題を見付け，その解決のための活動

を工夫するとともに，考えたことを友達に伝える

こと。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，きまりを守り誰

とでも仲よく運動をしたり，場の安全に気を付け

たりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とで

も仲よく運動をしたり，友達の考えを認めたり，場

や用具の安全に気を付けたりすること。
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ａ 体つくり運動

　体つくり運動について，次の事

項を身に付けることができるよ

う指導する。

Ａ 体つくり運動

　体つくり運動について，次の事

項を身に付けることができるよ

う指導する。

Ａ 体つくり運動

　体つくり運動について，次の事

項を身に付けることができるよ

う指導する。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを

味わい，その行い方を理解する

とともに，体を動かす心地よさ

を味わったり，体の動きを高め

たりすること。

ア　体ほぐしの運動では，手軽な

運動を行い，心と体との関係に

気付いたり，仲間と関わり合っ

たりすること。

イ　体の動きを高める運動では，

ねらいに応じて，体の柔らか

さ，巧みな動き，力強い動き，

動きを持続する能力を高める

ための運動をすること。

(1) 次の運動を通して，体を動か

す楽しさや心地よさを味わい，

体つくり運動の意義と行い方，

体の動きを高める方法などを

理解し，目的に適した運動を身

に付け，組み合わせること。

ア　体ほぐしの運動では，手軽な

運動を行い，心と体との関係や

心身の状態に気付き，仲間と積

極的に関わり合うこと。

イ　体の動きを高める運動では，

ねらいに応じて，体の柔らか

さ，巧みな動き，力強い動き，

動きを持続する能力を高める

ための運動を行うとともに，そ

れらを組み合わせること。

(1) 次の運動を通して，体を動か

す楽しさや心地よさを味わい，

運動を継続する意義，体の構

造，運動の原則などを理解する

とともに，健康の保持増進や体

力の向上を目指し，目的に適し

た運動の計画を立て取り組む

こと。

ア　体ほぐしの運動では，手軽な

運動を行い，心と体は互いに影

響し変化することや心身の状

態に気付き，仲間と自主的に関

わり合うこと。

イ　実生活に生かす運動の計画

では，ねらいに応じて，健康の

保持増進や調和のとれた体力

の向上を図るための運動の計

画を立て取り組むこと。

(2) 自己の体の状態や体力に応

じて，運動の行い方を工夫する

とともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えること。

(2) 自己の課題を発見し，合理的

な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他者に

伝えること。

(2) 自己や仲間の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えること。

(3) 運動に積極的に取り組み，約

束を守り助け合って運動をし

たり，仲間の考えや取組を認め

たり，場や用具の安全に気を

配ったりすること。

(3) 体つくり運動に積極的に取

り組むとともに，仲間の学習を

援助しようとすること，一人一

人の違いに応じた動きなどを

認めようとすること，話合いに

参加しようとすることなどや，

健康・安全に気を配ること。

(3) 体つくり運動に自主的に取

り組むとともに，互いに助け合

い教え合おうとすること，一人

一人の違いに応じた動きなど

を大切にしようとすること，話

合いに貢献しようとすること

などや，健康・安全を確保する

こと。

各学年 7 単位時間以上
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Ｂ　器械運動系・器械運動

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び

　器械・器具を使っての運動遊びについて，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。

Ｂ 器械運動

　器械運動について，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知る

とともに，その動きを身に付けること。

ア　固定施設を使った運動遊びでは，登り下りや懸垂

移行，渡り歩きや跳び下りをすること。

イ　マットを使った運動遊びでは，いろいろな方向へ

の転がり，手で支えての体の保持や回転をすること。

ウ　鉄棒を使った運動遊びでは，支持しての揺れや上

がり下り，ぶら下がりや易しい回転をすること。

エ　跳び箱を使った運動遊びでは，跳び乗りや跳び下

り，手を着いてのまたぎ乗りやまたぎ下りをするこ

と。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知

るとともに，その技を身に付けること。

ア　マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を

すること。

イ　鉄棒運動では，支持系の基本的な技をすること。

ウ　跳び箱運動では，切り返し系や回転系の基本的な

技をすること。

(2) 器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫するとと

もに，考えたことを友達に伝えること。

(2) 自己の能力に適した課題を見付け，技ができるよ

うになるための活動を工夫するとともに，考えたこ

とを友達に伝えること。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り

誰とでも仲よく運動をしたり，場や器械・器具の安

全に気を付けたりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲

よく運動をしたり，友達の考えを認めたり，場や器

械・器具の安全に気を付けたりすること。
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ｂ 器械運動

　器械運動について，次の事項を身

に付けることができるよう指導す

る。

Ｂ 器械運動

　器械運動について，次の事項を身

に付けることができるよう指導す

る。

Ｂ 器械運動

　器械運動について，次の事項を身

に付けることができるよう指導す

る。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを味

わい，その行い方を理解するとと

もに，その技を身に付けること。

ア　マット運動では，回転系や巧技

系の基本的な技を安定して行っ

たり，その発展技を行ったり，そ

れらを繰り返したり組み合わせ

たりすること。

イ　鉄棒運動では，支持系の基本的

な技を安定して行ったり，その発

展技を行ったり，それらを繰り返

したり組み合わせたりすること。

ウ　跳び箱運動では，切り返し系や

回転系の基本的な技を安定して

行ったり，その発展技を行ったり

すること。

(1) 次の運動について，技ができる

楽しさや喜びを味わい，器械運動

の特性や成り立ち，技の名称や行

い方，その運動に関連して高まる

体力などを理解するとともに，技

をよりよく行うこと。

ア　マット運動では，回転系や巧技

系の基本的な技を滑らかに行う

こと，条件を変えた技や発展技を

行うこと及びそれらを組み合わ

せること。

イ　鉄棒運動では，支持系や懸垂系

の基本的な技を滑らかに行うこ

と，条件を変えた技や発展技を行

うこと及びそれらを組み合わせ

ること。

ウ　平均台運動では，体操系やバラ

ンス系の基本的な技を滑らかに

行うこと，条件を変えた技や発展

技を行うこと及びそれらを組み

合わせること。

エ　跳び箱運動では，切り返し系や

回転系の基本的な技を滑らかに

行うこと，条件を変えた技や発展

技を行うこと。

(1) 次の運動について，技ができる

楽しさや喜びを味わい，技の名称

や行い方，運動観察の方法，体力

の高め方などを理解するととも

に，自己に適した技で演技するこ

と。

ア　マット運動では，回転系や巧技

系の基本的な技を滑らかに安定

して行うこと，条件を変えた技や

発展技を行うこと及びそれらを

構成し演技すること。

イ　鉄棒運動では，支持系や懸垂系

の基本的な技を滑らかに安定し

て行うこと，条件を変えた技や発

展技を行うこと及びそれらを構

成し演技すること。

ウ　平均台運動では，体操系やバラ

ンス系の基本的な技を滑らかに

安定して行うこと，条件を変えた

技や発展技を行うこと及びそれ

らを構成し演技すること。

エ　跳び箱運動では，切り返し系や

回転系の基本的な技を滑らかに

安定して行うこと，条件を変えた

技や発展技を行うこと。

(2) 自己の能力に適した課題の解

決の仕方や技の組み合わせ方を

工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えること。

(2) 技などの自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するとともに，自

己の考えたことを他者に伝える

こと。

(2) 技などの自己や仲間の課題を

発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するとと

もに，自己の考えたことを他者に

伝えること。

(3) 運動に積極的に取り組み，約束

を守り助け合って運動をしたり，

仲間の考えや取組を認めたり，場

や器械・器具の安全に気を配った

りすること。

(3) 器械運動に積極的に取り組む

とともに，よい演技を認めようと

すること，仲間の学習を援助しよ

うとすること，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦を認めようと

することなどや，健康・安全に気

を配ること。

(3) 器械運動に自主的に取り組む

とともに，よい演技を讃えようと

すること，互いに助け合い教え合

おうとすること，一人一人の違い

に応じた課題や挑戦を大切にし

ようとすることなどや，健康・安

全を確保すること。
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Ｃ　陸上運動系・陸上競技

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ｃ 走・跳の運動遊び

　走・跳の運動遊びについて，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

Ｃ 走・跳の運動

　走・跳の運動について，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知るとと

もに，その動きを身に付けること。

ア　走の運動遊びでは，いろいろな方向に走ったり，低い

障害物を走り越えたりすること。

イ　跳の運動遊びでは，前方や上方に跳んだり，連続して

跳んだりすること。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知ると

ともに，その動きを身に付けること。

ア　かけっこ・リレーでは，調子よく走ったりバトンの受

渡しをしたりすること。

イ　小型ハードル走では，小型ハードルを調子よく走り越

えること。

ウ　幅跳びでは，短い助走から踏み切って跳ぶこと。

エ　高跳びでは，短い助走から踏み切って跳ぶこと。

(2) 走ったり跳んだりする簡単な遊び方を工夫するととも

に，考えたことを友達に伝えること。

(2) 自己の能力に適した課題を見付け，動きを身に付ける

ための活動や競争の仕方を工夫するとともに，考えたこ

とを友達に伝えること。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り誰と

でも仲よく運動をしたり，勝敗を受け入れたり，場の安

全に気を付けたりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく

運動をしたり，勝敗を受け入れたり，友達の考えを認め

たり，場や用具の安全に気を付けたりすること。
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ｃ 陸上運動

　陸上運動について，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

Ｃ 陸上競技

　陸上競技について，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

Ｃ 陸上競技

　陸上競技について，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，

その行い方を理解するとともに，そ

の技能を身に付けること。

ア　短距離走・リレーでは，一定の距

離を全力で走ったり，滑らかなバト

ンの受渡しをしたりすること。

イ　ハードル走では，ハードルをリズ

ミカルに走り越えること。

ウ　走り幅跳びでは，リズミカルな助

走から踏み切って跳ぶこと。

エ　走り高跳びでは，リズミカルな助

走から踏み切って跳ぶこと。

(1) 次の運動について，記録の向上や

競争の楽しさや喜びを味わい，陸上

競技の特性や成り立ち，技術の名称

や行い方，その運動に関連して高ま

る体力などを理解するとともに，基

本的な動きや効率のよい動きを身に

付けること。

ア　短距離走・リレーでは，滑らかな

動きで速く走ることやバトンの受渡

しでタイミングを合わせること，長

距離走では，ペースを守って走るこ

と，ハードル走では，リズミカルな

走りから滑らかにハードルを越すこ

と。

イ　走り幅跳びでは，スピードに乗っ

た助走から素早く踏み切って跳ぶこ

と，走り高跳びでは，リズミカルな

助走から力強く踏み切って大きな動

作で跳ぶこと。

(1) 次の運動について，記録の向上や

競争の楽しさや喜びを味わい，技術

の名称や行い方，体力の高め方，運

動観察の方法などを理解するととも

に，各種目特有の技能を身に付ける

こと。

ア　短距離走・リレーでは，中間走へ

のつなぎを滑らかにして速く走るこ

とやバトンの受渡しで次走者のス

ピードを十分高めること，長距離走

では，自己に適したペースを維持し

て走ること，ハードル走では，ス

ピードを維持した走りからハードル

を低く越すこと。

イ　走り幅跳びでは，スピードに乗っ

た助走から力強く踏み切って跳ぶこ

と，走り高跳びでは，リズミカルな

助走から力強く踏み切り滑らかな空

間動作で跳ぶこと。

(2) 自己の能力に適した課題の解決の

仕方，競争や記録への挑戦の仕方を

工夫するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えること。

(2) 動きなどの自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己の考

えたことを他者に伝えること。

(2) 動きなどの自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに，自

己の考えたことを他者に伝えること。

(3) 運動に積極的に取り組み，約束を

守り助け合って運動をしたり，勝敗

を受け入れたり，仲間の考えや取組

を認めたり，場や用具の安全に気を

配ったりすること。

(3) 陸上競技に積極的に取り組むとと

もに，勝敗などを認め，ルールやマ

ナーを守ろうとすること，分担した

役割を果たそうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦を認め

ようとすることなどや，健康・安全

に気を配ること。

(3) 陸上競技に自主的に取り組むとと

もに，勝敗などを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切にしようとす

ること，自己の責任を果たそうとす

ること，一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとすること

などや，健康・安全を確保すること。
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Ｄ　水泳運動系・水泳

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ｄ 水遊び

　水遊びについて，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

Ｄ 水泳運動

　水泳運動について，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知るとと

もに，その動きを身に付けること。

ア　水の中を移動する運動遊びでは，水につかって歩いた

り走ったりすること。

イ　もぐる・浮く運動遊びでは，息を止めたり吐いたりし

ながら，水にもぐったり浮いたりすること。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知ると

ともに，その動きを身に付けること。

ア　浮いて進む運動では，け伸びや初歩的な泳ぎをするこ

と。

イ　もぐる・浮く運動では，息を止めたり吐いたりしなが

ら，いろいろなもぐり方や浮き方をすること。

(2) 水の中を移動したり，もぐったり浮いたりする簡単な

遊び方を工夫するとともに，考えたことを友達に伝える

こと。

(2) 自己の能力に適した課題を見付け，水の中での動きを

身に付けるための活動を工夫するとともに，考えたこと

を友達に伝えること。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り誰と

でも仲よく運動をしたり，水遊びの心得を守って安全に

気を付けたりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく

運動をしたり，友達の考えを認めたり，水泳運動の心得

を守って安全に気を付けたりすること。
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ｄ 水泳運動

　水泳運動について，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

Ｄ 水泳

　水泳について，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

Ｄ 水泳

　水泳について，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，

その行い方を理解するとともに，そ

の技能を身に付けること。

ア　クロールでは，手や足の動きに呼

吸を合わせて続けて長く泳ぐこと。

イ　平泳ぎでは，手や足の動きに呼吸

を合わせて続けて長く泳ぐこと。

ウ　安全確保につながる運動では，背

浮きや浮き沈みをしながら続けて長

く浮くこと。

(1) 次の運動について，記録の向上や

競争の楽しさや喜びを味わい，水泳

の特性や成り立ち，技術の名称や行

い方，その運動に関連して高まる体

力などを理解するとともに，泳法を

身に付けること。

ア　クロールでは，手と足の動き，呼

吸のバランスをとり速く泳ぐこと。

イ　平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸

のバランスをとり長く泳ぐこと。

ウ　背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸

のバランスをとり泳ぐこと。

エ　バタフライでは，手と足の動き，

呼吸のバランスをとり泳ぐこと。

(1) 次の運動について，記録の向上や

競争の楽しさや喜びを味わい，技術

の名称や行い方，体力の高め方，運

動観察の方法などを理解するととも

に，効率的に泳ぐこと。

ア　クロールでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，安定したペー

スで長く泳いだり速く泳いだりする

こと。

イ　平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸

のバランスを保ち，安定したペース

で長く泳いだり速く泳いだりするこ

と。

ウ　背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸

のバランスを保ち，安定したペース

で泳ぐこと。

エ　バタフライでは，手と足の動き，

呼吸のバランスを保ち，安定した

ペースで泳ぐこと。

オ　複数の泳法で泳ぐこと，又はリ

レーをすること。

(2) 自己の能力に適した課題の解決の

仕方や記録への挑戦の仕方を工夫す

るとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えること。

(2) 泳法などの自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己の考

えたことを他者に伝えること。

(2) 泳法などの自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに，自

己の考えたことを他者に伝えること。

(3) 運動に積極的に取り組み，約束を

守り助け合って運動をしたり，仲間

の考えや取組を認めたり，水泳運動

の心得を守って安全に気を配ったり

すること。

(3) 水泳に積極的に取り組むとともに，

勝敗などを認め，ルールやマナーを

守ろうとすること，分担した役割を

果たそうとすること，一人一人の違

いに応じた課題や挑戦を認めようと

することなどや，水泳の事故防止に

関する心得を遵守するなど健康・安

全に気を配ること。

(3) 水泳に自主的に取り組むとともに，

勝敗などを冷静に受け止め，ルール

やマナーを大切にしようとすること，

自己の責任を果たそうとすること，

一人一人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようとすることなどや，

水泳の事故防止に関する心得を遵守

するなど健康・安全を確保すること。
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Ｅ　ボール運動系・球技

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ｅ ゲーム

　ゲームについて，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

Ｅ ゲーム

　ゲームについて，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知る

とともに，易しいゲームをすること。

ア　ボールゲームでは，簡単なボール操作と攻めや守

りの動きによって，易しいゲームをすること。

イ　鬼遊びでは，一定の区域で，逃げる，追いかける，

陣地を取り合うなどをすること。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知

るとともに，易しいゲームをすること。

ア　ゴール型ゲームでは，基本的なボール操作とボー

ルを持たないときの動きによって，易しいゲームを

すること。

イ　ネット型ゲームでは，基本的なボール操作とボー

ルを操作できる位置に体を移動する動きによって，

易しいゲームをすること。

ウ　ベースボール型ゲームでは，蹴る，打つ，捕る，投

げるなどのボール操作と得点をとったり防いだりす

る動きによって，易しいゲームをすること。

(2) 簡単な規則を工夫したり，攻め方を選んだりする

とともに，考えたことを友達に伝えること。

(2) 規則を工夫したり，ゲームの型に応じた簡単な作

戦を選んだりするとともに，考えたことを友達に伝

えること。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，規則を守り誰とでも

仲よく運動をしたり，勝敗を受け入れたり，場や用

具の安全に気を付けたりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，規則を守り誰とでも仲よ

く運動をしたり，勝敗を受け入れたり，友達の考え

を認めたり，場や用具の安全に気を付けたりするこ

と。
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ｅ ボール運動

　ボール運動について，次の事項を

身に付けることができるよう指導

する。

Ｅ 球技

　球技について，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。

Ｅ 球技

　球技について，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを味

わい，その行い方を理解するとと

もに，その技能を身に付け，簡易

化されたゲームをすること。

ア　ゴール型では，ボール操作と

ボールを持たないときの動きに

よって，簡易化されたゲームをす

ること。

イ　ネット型では，個人やチームに

よる攻撃と守備によって，簡易化

されたゲームをすること。

ウ　ベースボール型では，ボールを

打つ攻撃と隊形をとった守備に

よって，簡易化されたゲームをす

ること。

(1) 次の運動について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，球技の特

性や成り立ち，技術の名称や行い

方，その運動に関連して高まる体

力などを理解するとともに，基本

的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開すること。

ア　ゴール型では，ボール操作と空

間に走り込むなどの動きによっ

てゴール前での攻防をすること。

イ　ネット型では，ボールや用具の

操作と定位置に戻るなどの動き

によって空いた場所をめぐる攻

防をすること。

ウ　ベースボール型では，基本的な

バット操作と走塁での攻撃，ボー

ル操作と定位置での守備などに

よって攻防をすること。

(1) 次の運動について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動

観察の方法などを理解するとと

もに，作戦に応じた技能で仲間と

連携しゲームを展開すること。

ア　ゴール型では，安定したボール

操作と空間を作りだすなどの動

きによってゴール前への侵入な

どから攻防をすること。

イ　ネット型では，役割に応じた

ボール操作や安定した用具の操

作と連携した動きによって空い

た場所をめぐる攻防をすること。

ウ　ベースボール型では，安定した

バット操作と走塁での攻撃，ボー

ル操作と連携した守備などに

よって攻防をすること。

(2) ルールを工夫したり，自己や

チームの特徴に応じた作戦を選

んだりするとともに，自己や仲間

の考えたことを他者に伝えるこ

と。

(2) 攻防などの自己の課題を発見

し，合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに，

自己や仲間の考えたことを他者

に伝えること。

(2) 攻防などの自己やチームの課

題を発見し，合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えること。

(3) 運動に積極的に取り組み，ルー

ルを守り助け合って運動をした

り，勝敗を受け入れたり，仲間の

考えや取組を認めたり，場や用具

の安全に気を配ったりすること。

(3) 球技に積極的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを守ろうと

すること，作戦などについての話

合いに参加しようとすること，一

人一人の違いに応じたプレイな

どを認めようとすること，仲間の

学習を援助しようとすることな

どや，健康・安全に気を配ること。

(3) 球技に自主的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを大切にし

ようとすること，作戦などについ

ての話合いに貢献しようとする

こと，一人一人の違いに応じたプ

レイなどを大切にしようとする

こと，互いに助け合い教え合おう

とすることなどや，健康・安全を

確保すること。
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Ｆ　表現運動系

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ｆ 表現リズム遊び

　表現リズム遊びについて，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

Ｆ 表現運動

　表現運動について，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知るとと

もに，題材になりきったりリズムに乗ったりして踊るこ

と。

ア　表現遊びでは，身近な題材の特徴を捉え，全身で踊る

こと。

イ　リズム遊びでは，軽快なリズムに乗って踊ること。

(1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知ると

ともに，表したい感じを表現したりリズムに乗ったりし

て踊ること。

ア　表現では，身近な生活などの題材からその主な特徴を

捉え，表したい感じをひと流れの動きで踊ること。

イ　リズムダンスでは，軽快なリズムに乗って全身で踊る

こと。

(2) 身近な題材の特徴を捉えて踊ったり，軽快なリズムに

乗って踊ったりする簡単な踊り方を工夫するとともに，

考えたことを友達に伝えること。

(2) 自己の能力に適した課題を見付け，題材やリズムの特

徴を捉えた踊り方や交流の仕方を工夫するとともに，考

えたことを友達に伝えること。

(3) 運動遊びに進んで取り組み，誰とでも仲よく踊ったり，

場の安全に気を付けたりすること。

(3) 運動に進んで取り組み，誰とでも仲よく踊ったり，友

達の動きや考えを認めたり，場の安全に気を付けたりす

ること。
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Ｇ　ダンス

第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

Ｆ 表現運動

　表現運動について，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

Ｇ ダンス

　ダンスについて，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。

Ｇ ダンス

　ダンスについて，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。

(1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，

その行い方を理解するとともに，表

したい感じを表現したり踊りで交流

したりすること。

ア　表現では，いろいろな題材からそ

れらの主な特徴を捉え，表したい感

じをひと流れの動きで即興的に踊っ

たり，簡単なひとまとまりの動きに

して踊ったりすること。

イ　フォークダンスでは，日本の民踊

や外国の踊りから，それらの踊り方

の特徴を捉え，音楽に合わせて簡単

なステップや動きで踊ること。

(1) 次の運動について，感じを込めて

踊ったりみんなで踊ったりする楽し

さや喜びを味わい，ダンスの特性や

由来，表現の仕方，その運動に関連

して高まる体力などを理解するとと

もに，イメージを捉えた表現や踊り

を通した交流をすること。

ア　創作ダンスでは，多様なテーマか

ら表したいイメージを捉え，動きに

変化を付けて即興的に表現したり，

変化のあるひとまとまりの表現にし

たりして踊ること。

イ　フォークダンスでは，日本の民踊

や外国の踊りから，それらの踊り方

の特徴を捉え，音楽に合わせて特徴

的なステップや動きで踊ること。

ウ　現代的なリズムのダンスでは，リ

ズムの特徴を捉え，変化のある動き

を組み合わせて，リズムに乗って全

身で踊ること。

(1) 次の運動について，感じを込めて

踊ったり，みんなで自由に踊ったり

する楽しさや喜びを味わい，ダンス

の名称や用語，踊りの特徴と表現の

仕方，交流や発表の仕方，運動観察

の方法，体力の高め方などを理解す

るとともに，イメージを深めた表現

や踊りを通した交流や発表をするこ

と。

ア　創作ダンスでは，表したいテーマ

にふさわしいイメージを捉え，個や

群で，緩急強弱のある動きや空間の

使い方で変化を付けて即興的に表現

したり，簡単な作品にまとめたりし

て踊ること。

イ　フォークダンスでは，日本の民踊

や外国の踊りから，それらの踊り方

の特徴を捉え，音楽に合わせて特徴

的なステップや動きと組み方で踊る

こと。

ウ　現代的なリズムのダンスでは，リ

ズムの特徴を捉え，変化とまとまり

を付けて，リズムに乗って全身で踊

ること。

(2) 自己やグループの課題の解決に向

けて，表したい内容や踊りの特徴を

捉えた練習や発表・交流の仕方を工

夫するとともに，自己や仲間の考え

たことを他者に伝えること。

(2) 表現などの自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝えること。

(2) 表現などの自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに，自

己や仲間の考えたことを他者に伝え

ること。

(3) 運動に積極的に取り組み，互いの

よさを認め合い助け合って踊ったり，

場の安全に気を配ったりすること。

(3) ダンスに積極的に取り組むととも

に，仲間の学習を援助しようとする

こと，交流などの話合いに参加しよ

うとすること，一人一人の違いに応

じた表現や役割を認めようとするこ

となどや，健康・安全に気を配るこ

と。

(3) ダンスに自主的に取り組むととも

に，互いに助け合い教え合おうとす

ること，作品や発表などの話合いに

貢献しようとすること，一人一人の

違いに応じた表現や役割を大切にし

ようとすることなどや，健康・安全

を確保すること。
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Ｆ　武道

第７学年及び第８学年 第９学年

Ｆ 武道

　武道について，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。

Ｆ 武道

　武道について，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。

(1) 次の運動について，技ができる楽しさや喜び

を味わい，武道の特性や成り立ち，伝統的な考え

方，技の名称や行い方，その運動に関連して高ま

る体力などを理解するとともに，基本動作や基

本となる技を用いて簡易な攻防を展開すること。

ア　柔道では，相手の動きに応じた基本動作や基

本となる技を用いて，投げたり抑えたりするな

どの簡易な攻防をすること。

イ　剣道では，相手の動きに応じた基本動作や基

本となる技を用いて，打ったり受けたりするな

どの簡易な攻防をすること。

ウ　相撲では，相手の動きに応じた基本動作や基

本となる技を用いて，押したり寄ったりするな

どの簡易な攻防をすること。

(1) 次の運動について，技を高め勝敗を競う楽し

さや喜びを味わい，伝統的な考え方，技の名称や

見取り稽古の仕方，体力の高め方などを理解す

るとともに，基本動作や基本となる技を用いて

攻防を展開すること。

ア　柔道では，相手の動きの変化に応じた基本動

作や基本となる技，連絡技を用いて，相手を崩し

て投げたり，抑えたりするなどの攻防をするこ

と。

イ　剣道では，相手の動きの変化に応じた基本動

作や基本となる技を用いて，相手の構えを崩し，

しかけたり応じたりするなどの攻防をすること。

ウ　相撲では，相手の動きの変化に応じた基本動

作や基本となる技を用いて，相手を崩し，投げた

りいなしたりするなどの攻防をすること。

(2) 攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解

決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に伝えること。

(2) 攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己の考えたことを他者に伝えるこ

と。

(3) 武道に積極的に取り組むとともに，相手を尊

重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，

分担した役割を果たそうとすること，一人一人

の違いに応じた課題や挑戦を認めようとするこ

となどや，禁じ技を用いないなど健康・安全に気

を配ること。

(3) 武道に自主的に取り組むとともに，相手を尊

重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとす

ること，自己の責任を果たそうとすること，一人

一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう

とすることなどや，健康・安全を確保すること。
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Ｈ　体育理論

第７学年及び第８学年 第９学年

(1) 運動やスポーツが多様であることについて，課題を発

見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。

ア　運動やスポーツが多様であることについて理解する

こと。

(ｱ) 運動やスポーツは，体を動かしたり健康を維持したり

するなどの必要性及び競い合うことや課題を達成する

ことなどの楽しさから生みだされ発展してきたこと。

(ｲ) 運動やスポーツには，行うこと，見ること，支えるこ

と及び知ることなどの多様な関わり方があること。

(ｳ) 世代や機会に応じて，生涯にわたって運動やスポーツ

を楽しむためには，自己に適した多様な楽しみ方を見付

けたり，工夫したりすることが大切であること。

イ　運動やスポーツが多様であることについて，自己の課

題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとと

もに，他者に伝えること。

ウ　運動やスポーツが多様であることについての学習に

積極的に取り組むこと。

(1) 文化としてのスポーツの意義について，課題を発見

し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

ア　文化としてのスポーツの意義について理解すること。

(ｱ) スポーツは，文化的な生活を営みよりよく生きていく

ために重要であること。

(ｲ) オリンピックやパラリンピック及び国際的なスポー

ツ大会などは，国際親善や世界平和に大きな役割を果た

していること。

(ｳ) スポーツは，民族や国，人種や性，障害の違いなどを

超えて人々を結び付けていること。

イ　文化としてのスポーツの意義について，自己の課題を

発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に，他者に伝えること。

ウ　文化としてのスポーツの意義についての学習に自主

的に取り組むこと。

(2) 運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い

方について，課題を発見し，その解決を目指した活動を

通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。

ア　運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い

方について理解すること。

(ｱ) 運動やスポーツは，身体の発達やその機能の維持，体

力の向上などの効果や自信の獲得，ストレスの解消など

の心理的効果及びルールやマナーについて合意したり，

適切な人間関係を築いたりするなどの社会性を高める

効果が期待できること。

(ｲ) 運動やスポーツには，特有の技術があり，その学び方

には，運動の課題を合理的に解決するための一定の方法

があること。

(ｳ) 運動やスポーツを行う際は，その特性や目的，発達の

段階や体調などを踏まえて運動を選ぶなど，健康・安全

に留意する必要があること。

イ　運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い

方について，自己の課題を発見し，よりよい解決に向け

て思考し判断するとともに，他者に伝えること。

ウ　運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い

方についての学習に積極的に取り組むこと。

各学年 3 単位時間以上
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〔保健領域・保健分野〕

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

Ｇ　保健

(1) 健康な生活について，課題

を見付け，その解決を目指

した活動を通して，次の事

項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア　健康な生活について理解

すること。

(ｱ) 心や体の調子がよいなど

の健康の状態は，主体の要

因や周囲の環境の要因が関

わっていること。

(ｲ) 毎日を健康に過ごすには，

運動，食事，休養及び睡眠の

調和のとれた生活を続ける

こと，また，体の清潔を保つ

ことなどが必要であること。

(ｳ) 毎日を健康に過ごすには，

明るさの調節，換気などの

生活環境を整えることなど

が必要であること。

イ　健康な生活について課題

を見付け，その解決に向け

て考え，それを表現するこ

と。

Ｇ　保健

(2) 体の発育・発達について，

課題を見付け，その解決を

目指した活動を通して，次

の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア　体の発育・発達について

理解すること。

(ｱ) 体は，年齢に伴って変化す

ること。また，体の発育・発

達には，個人差があること。

(ｲ) 体は，思春期になると次第

に大人の体に近づき，体つ

きが変わったり，初経，精通

などが起こったりすること。

また，異性への関心が芽生

えること。

(ｳ) 体をよりよく発育・発達さ

せるには，適切な運動，食

事，休養及び睡眠が必要で

あること。

イ　体がよりよく発育・発達

するために，課題を見付け，

その解決に向けて考え，そ

れを表現すること。

Ｇ　保健

(1) 心の健康について，課題を

見付け，その解決を目指し

た活動を通して，次の事項

を身に付けることができる

よう指導する。

ア　心の発達及び不安や悩み

への対処について理解する

とともに，簡単な対処をす

ること。

(ｱ) 心は，いろいろな生活経験

を通して，年齢に伴って発

達すること。

(ｲ) 心と体には，密接な関係が

あること。

(ｳ) 不安や悩みへの対処には，

大人や友達に相談する，仲

間と遊ぶ，運動をするなど

いろいろな方法があること。

イ　心の健康について，課題

を見付け，その解決に向け

て思考し判断するとともに，

それらを表現すること。

(2) けがの防止について，課題

を見付け，その解決を目指

した活動を通して，次の事

項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア　けがの防止に関する次の

事項を理解するとともに，

けがなどの簡単な手当をす

ること。

(ｱ) 交通事故や身の回りの生

活の危険が原因となって起

こるけがの防止には，周囲

の危険に気付くこと，的確

な判断の下に安全に行動す

ること，環境を安全に整え

ることが必要であること。

(ｲ) けがなどの簡単な手当は，

速やかに行う必要があるこ

と。

イ　けがを防止するために，

危険の予測や回避の方法を

考え，それらを表現するこ

と。

Ｇ　保健

(3) 病気の予防について，課題

を見付け，その解決を目指

した活動を通して，次の事

項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア　病気の予防について理解

すること。

(ｱ) 病気は，病原体，体の抵抗

力，生活行動，環境が関わり

あって起こること。

(ｲ) 病原体が主な要因となっ

て起こる病気の予防には，

病原体が体に入るのを防ぐ

ことや病原体に対する体の

抵抗力を高めることが必要

であること。

(ｳ) 生活習慣病など生活行動

が主な要因となって起こる

病気の予防には，適切な運

動，栄養の偏りのない食事

をとること，口腔の衛生を

保つことなど，望ましい生

活習慣を身に付ける必要が

あること。

(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用など

の行為は，健康を損なう原

因となること。

(ｵ) 地域では，保健に関わる

様々な活動が行われている

こと。

イ　病気を予防するために，

課題を見付け，その解決に

向けて思考し判断するとと

もに，それらを表現するこ

と。

2 年間で 8 単位時間 2 年間で 16 単位時間
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第７学年 第８学年 第９学年

(1) 健康な生活と疾病の予防について，課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

ア　健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

(ｱ) 健康は，主体と環境の相互作用の下

に成り立っていること。また，疾病は，

主体の要因と環境の要因が関わり合っ

て発生すること。

(ｲ) 健康の保持増進には，年齢，生活環境

等に応じた運動，食事，休養及び睡眠

の調和のとれた生活を続ける必要があ

ること。

(ｳ) 生活習慣病などは，運動不足，食事の

量や質の偏り，休養や睡眠の不足など

の生活習慣の乱れが主な要因となって

起こること。また，生活習慣病などの

多くは，適切な運動，食事，休養及び

睡眠の調和のとれた生活を実践するこ

とによって予防できること。

(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為は，

心身に様々な影響を与え，健康を損な

う原因となること。また，これらの行

為には，個人の心理状態や人間関係，

社会環境が影響することから，それぞ

れの要因に適切に対処する必要がある

こと。

(ｵ) 感染症は，病原体が主な要因となっ

て発生すること。また，感染症の多く

は，発生源をなくすこと，感染経路を

遮断すること，主体の抵抗力を高める

ことによって予防できること。

(ｶ) 健康の保持増進や疾病の予防のため

には，個人や社会の取組が重要であり，

保健・医療機関を有効に利用すること

が必要であること。また，医薬品は，正

しく使用すること。

イ　健康な生活と疾病の予防について，課題を発見し，その解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現すること。

(2) 心身の機能の発達と心の健康につい

て，課題を発見し，その解決を目指し

た活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

ア　心身の機能の発達と心の健康につい

て理解を深めるとともに，ストレスへ

の対処をすること。

(ｱ) 身体には，多くの器官が発育し，それ

に伴い，様々な機能が発達する時期が

あること。また，発育・発達の時期や

その程度には，個人差があること。

(ｲ) 思春期には，内分泌の働きによって

生殖に関わる機能が成熟すること。ま

た，成熟に伴う変化に対応した適切な

行動が必要となること。

(ｳ) 知的機能，情意機能，社会性などの精

神機能は，生活経験などの影響を受け

て発達すること。また，思春期におい

ては，自己の認識が深まり，自己形成

がなされること。

(ｴ) 精神と身体は，相互に影響を与え，関

わっていること。欲求やストレスは，

心身に影響を与えることがあること。

また，心の健康を保つには，欲求やス

トレスに適切に対処する必要があるこ

と。

(3) 傷害の防止について，課題を発見し，

その解決を目指した活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア　傷害の防止について理解を深めると

ともに，応急手当をすること。

(ｱ) 交通事故や自然災害などによる傷害

は，人的要因や環境要因などが関わっ

て発生すること。

(ｲ) 交通事故などによる傷害の多くは，

安全な行動，環境の改善によって防止

できること。

(ｳ) 自然災害による傷害は，災害発生時

だけでなく，二次災害によっても生じ

ること。また，自然災害による傷害の

多くは，災害に備えておくこと，安全

に避難することによって防止できるこ

と。

(ｴ) 応急手当を適切に行うことによって，

傷害の悪化を防止することができるこ

と。また，心肺蘇生法などを行うこと。

(4) 健康と環境について，課題を発見し，

その解決を目指した活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア　健康と環境について理解を深めるこ

と。

(ｱ) 身体には，環境に対してある程度ま

で適応能力があること。身体の適応能

力を超えた環境は，健康に影響を及ぼ

すことがあること。また，快適で能率

のよい生活を送るための温度，湿度や

明るさには一定の範囲があること。

(ｲ) 飲料水や空気は，健康と密接な関わ

りがあること。また，飲料水や空気を

衛生的に保つには，基準に適合するよ

う管理する必要があること。

(ｳ) 人間の生活によって生じた廃棄物は，

環境の保全に十分配慮し，環境を汚染

しないように衛生的に処理する必要が

あること。

イ　心身の機能の発達と心の健康につい

て，課題を発見し，その解決に向けて

思考し判断するとともに，それらを表

現すること。

イ　傷害の防止について，危険の予測や

その回避の方法を考え，それらを表現

すること。

イ　健康と環境に関する情報から課題を

発見し，その解決に向けて思考し判断

するとともに，それらを表現すること。

3 年間で 48 単位時間



品川区立学校教育要領

第

２

章

各
教
科

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

196

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

３　内容の取扱い

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年

Ａ　体つくり運動系 (1) 内容の「Ａ体つくりの運動遊び」について

は，２学年間にわたって指導するものとする。

(1) 内容の「Ａ体つくり運動」については，２

学年間にわたって指導するものとする。

Ｂ　器械運動系

Ｃ　陸上運動系 (2) 内容の「Ｃ走・跳の運動遊び」については，

児童の実態に応じて投の運動遊びを加えて指

導することができる。

(2) 内容の「Ｃ走・跳の運動」については，児

童の実態に応じて投の運動を加えて指導する

ことができる。

Ｄ　水泳運動系
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第５学年及び第６学年 第７学年及び第８学年 第９学年

〔体育分野〕

(1) 内容の各領域については，次のとおり取り扱うものとする。

ア　第７学年及び第８学年においては，

「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理

論」までについては，全ての生徒に

履修させること。その際，「Ａ体つく

り運動」及び「Ｈ体育理論」につい

ては，２学年間にわたって履修させ

ること。

イ　第９学年においては，「Ａ体つくり

運動」及び「Ｈ体育理論」について

は，全ての生徒に履修させること。

「Ｂ器械運動」，「Ｃ陸上競技」，「Ｄ水

泳」及び「Ｇダンス」についてはい

ずれかから一以上を，「Ｅ球技」及び

「Ｆ武道」についてはいずれか一以

上をそれぞれ選択して履修できるよ

うにすること。

(2) 内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までに示す事項については，

次のとおり取り扱うものとする。

(1) 内容の「Ａ体つくり運動」につい

ては，２学年間にわたって指導する

ものとする。また，(1) のイについ

ては，体の柔らかさ及び巧みな動き

を高めることに重点を置いて指導す

るものとする。その際，音楽に合わ

せて運動をするなどの工夫を図るこ

と。

(2) 内容の「Ａ体つくり運動」の (1)

のアと「Ｇ保健」の (1) のアの (ｳ)

については，相互の関連を図って指

導するものとする。

ア　「Ａ体つくり運動」の (1) のアの運動については，「Ｂ器械運動」から「Ｇ

ダンス」までにおいても関連を図って指導することができるとともに，心の

健康など保健分野との関連を図って指導すること。また，「Ａ体つくり運動」

の (1) のイの運動については，

第７学年及び第８学年においては，動

きを持続する能力を高めるための運

動に重点を置いて指導することがで

きるが，調和のとれた体力を高める

ことに留意すること。

その際，音楽に合わせて運動をするな

どの工夫を図ること。

第９学年においては，日常的に取り組

める運動例を取り上げるなど指導方

法の工夫を図ること。

イ　「Ｂ器械運動」の (1) の運動については

第７学年及び第８学年においては，ア

からエまでの中からアを含む二を選

択して履修できるようにすること。

第９学年においては，アからエまでの

中から選択して履修できるようにす

ること。

(3) 内容の「Ｃ陸上運動」については，

児童の実態に応じて，投の運動を加

えて指導することができる。

ウ　「Ｃ陸上競技」の (1) の運動については，ア及びイに示すそれぞれの運動の

中から選択して履修できるようにすること。

(4) 内容の「Ｄ水泳運動」の (1) のア

及びイについては，水中からのス

タートを指導するものとする。また，

学校の実態に応じて背泳ぎを加えて

指導することができる。

エ　「Ｄ水泳」の (1) の運動については，

第７年及び第８年においては，アから

エまでの中からア又はイのいずれかを

含む二を選択して履修できるようにす

ること。

第９年においては，アからオまでの中

から選択して履修できるようにするこ

と。

なお，学校や地域の実態に応じて，安全を確保するための泳ぎを加えて履修さ

せることができること。また，泳法との関連において水中からのスタート及び

ターンを取り上げること。なお，水泳の指導については，適切な水泳場の確保

が困難な場合にはこれを扱わないことができるが，水泳の事故防止に関する心

得については，必ず取り上げること。また，保健分野の応急手当との関連を図

ること。
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Ｅ　ボール運動系

Ｆ　表現運動系 (3) 内容の「Ｆ表現リズム遊び」の (1) のイに

ついては，簡単なフォークダンスを含めて指

導することができる。

(4) 内容の「Ｆ表現運動」の (1) については，学

校や地域の実態に応じてフォークダンスを

加えて指導することができる。
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(5) 内容の「Ｅボール運動」の (1) に

ついては，アはバスケットボール及

びサッカーを，イはソフトバレー

ボールを，ウはソフトボールを主と

して取り扱うものとするが，これら

に替えてハンドボール，タグラグ

ビー，フラッグフットボールなど

ア，イ及びウの型に応じたその他の

ボール運動を指導することもでき

るものとする。なお，学校の実態に

応じてウは取り扱わないことがで

きる。

「Ｅ球技」の (1) の運動については，

第７学年及び第８学年においては，ア

からウまでを全ての生徒に履修させ

ること

第９学年においては，アからウまでの

中から二を選択して履修できるよう

にすること。

また，アについては，バスケットボール，ハンドボール，サッカーの中から，

イについては，バレーボール，卓球，テニス，バドミントンの中から，ウにつ

いては，ソフトボールを適宜取り上げることとし，学校や地域の実態に応じ

て，その他の運動についても履修させることができること。なお，ウの実施に

当たり，十分な広さの運動場の確保が難しい場合は指導方法を工夫して行う

こと。

カ　「Ｆ武道」については，柔道，剣道，相撲，空手道，なぎなた，弓道，合

気道，少林寺拳法，銃剣道などを通して，我が国固有の伝統と文化により一

層触れることができるようにすること。また，(1) の運動については，アか

らウまでの中から一を選択して履修できるようにすること。なお，学校や地

域の実態に応じて，空手道，なぎなた，弓道，合気道，少林寺拳法，銃剣道

などについても履修させることができること。また，武道場などの確保が難

しい場合は指導方法を工夫して行うとともに，学習段階や個人差を踏まえ，

段階的な指導を行うなど安全を十分に確保すること。

(6) 内容の「Ｆ表現運動」の (1) につ

いては，学校や地域の実態に応じて

リズムダンスを加えて指導するこ

とができる。

キ　「Ｇダンス」の (1) の運動については，アからウまでの中から選択して履

修できるようにすること。なお，学校や地域の実態に応じて，その他のダン

スについても履修させることができること。

(3) 内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｇダンス」までの領域及び運動の選択並

びにその指導に当たっては，学校や地域の実態及び生徒の特性等を考慮す

るものとする。また，第３学年の領域の選択に当たっては，安全を十分に確

保した上で，生徒が自由に選択して履修することができるよう配慮するこ

と。その際，指導に当たっては，内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」ま

での領域については，それぞれの運動の特性に触れるために必要な体力を

生徒自ら高めるように留意するものとする。

(4) 自然との関わりの深いスキー，スケートや水辺活動などの指導について

は，学校や地域の実態に応じて積極的に行うことに留意するものとする。

(5) 集合，整頓，列の増減，方向変換などの行動の仕方を身に付け，能率的で

安全な集団としての行動ができるようにするための指導については，内容

の「Ａ体つくり運動」から「Ｇダンス」までの領域において適切に行うもの

とする。
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Ｇ　保健 (5) 内容の「Ｇ保健」については，(1) を第３

学年，(2) を第４学年で指導するものとする。

(6) 内容の「Ｇ保健」の (1) については，学校

でも，健康診断や学校給食など様々な活動が

行われていることについて触れるものとす

る。

(7) 内容の「Ｇ保健」の (2) については，自分

と他の人では発育・発達などに違いがあるこ

とに気付き，それらを肯定的に受け止めるこ

とが大切であることについて触れるものと

する。

(4) 学校や地域の実態に応じて歌や運動を伴う

伝承遊び及び自然の中での運動遊びを加え

て指導することができる。

(5) 各領域の各内容については，運動と健康が

関わっていることについての具体的な考え

がもてるよう指導すること。

(8) 各領域の各内容については，運動と健康が

密接に関連していることについての具体的

な考えがもてるよう指導すること。
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(8) 内容の「Ｇ保健」の (3) のアの (ｴ)

の薬物については，有機溶剤の心身

への影響を中心に取り扱うものと

する。また，覚醒剤等についても触

れるものとする。

〔保健分野〕

(1) 内容の (1) のアの (ｱ) 及び (ｲ) は第１学年，(1) のアの (ｳ) 及び (ｴ) は第

２学年，(1) のアの (ｵ) 及び (ｶ) は第３学年で取り扱うものとし，(1) のイ

は全ての学年で取り扱うものとする。内容の (2) は第１学年，(3) は第２学

年，(4) は第３学年で取り扱うものとする。

(2) 内容の (1) のアについては，健康の保持増進と疾病の予防に加えて，疾病

の回復についても取り扱うものとする。

(3) 内容の (1) のアの (ｲ) 及び (ｳ) については，食育の観点も踏まえつつ健康

的な生活習慣の形成に結び付くように配慮するとともに，必要に応じて，コ

ンピュータなどの情報機器の使用と健康との関わりについて取り扱うこと

にも配慮するものとする。また，がんについても取り扱うものとする。

(4) 内容の (1) のアの (ｴ) については，心身への急性影響及び依存性について

取り扱うこと。また，薬物は，覚醒剤や大麻等を取り扱うものとする。

(5) 内容の (1) のアの (ｵ) については，後天性免疫不全症候群（エイズ）及び

性感染症についても取り扱うものとする。

(6) 内容の (2) のアの (ｱ) については，呼吸器，循環器を中心に取り扱うもの

とする。

(7) 内容の (2) のアの (ｲ) については，妊娠や出産が可能となるような成熟が

始まるという観点から，受精・妊娠を取り扱うものとし，妊娠の経過は取り

扱わないものとする。また，身体の機能の成熟とともに，性衝動が生じたり，

異性への関心が高まったりすることなどから，異性の尊重，情報への適切な

対処や行動の選択が必要となることについて取り扱うものとする。

(8) 内容の (2) のアの (ｴ) については，体育分野の内容の「Ａ体つくり運動」

の (1) のアの指導との関連を図って指導するものとする。

(9) 内容の (3) のアの (ｴ) については，包帯法，止血法など傷害時の応急手当

も取り扱い，実習を行うものとする。また，効果的な指導を行うため，水泳

など体育分野の内容との関連を図るものとする。

(10) 内容の (4) については，地域の実態に即して公害と健康との関係を取り

扱うことにも配慮するものとする。また，生態系については，取り扱わない

ものとする。

(11) 保健分野の指導に際しては，自他の健康に関心をもてるようにし，健康

に関する課題を解決する学習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を行

うものとする。

(9) 各領域の各内容については，運動

領域と保健領域との関連を図る指

導に留意すること。
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第３　指導計画の作成と内容の取扱い

〔第１学年から第６学年まで〕

１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 単元（題材）など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・ 能力の育成に向

けて，児童の ｢主体的・対話的で深い学び｣ の実現を図るようにすること。その際，体育や

保健の見方・考え方を働かせ，運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決のため

の活動を選んだり工夫したりする活動の充実を図ること。また，運動の楽しさや喜びを味

わったり，健康の大切さを実感したりすることができるよう留意すること。

(2) 一部の領域の指導に偏ることのないよう授業時数を配当すること。

(3) 第２の第３学年及び第４学年の内容の ｢Ｇ 保健｣ に配当する授業時数は， ２学年間で８単

位時間程度，また，第２の第５学年及び第６学年の内容の ｢Ｇ 保健｣ に配当する授業時数

は，２学年間で 16 単位時間程度とすること。

(4) 第２の第３学年及び第４学年の内容の ｢Ｇ 保健｣ 並びに第５学年及び第６学年の内容の ｢

Ｇ 保健｣（以下 ｢保健｣ という。）については，効果的な学習が行われるよう適切な時期に，

ある程度まとまった時間を配当すること。

(5) 低学年においては，第１章総則の第２の４の (1) を踏まえ，他教科等との 関連を積極的に

図り，指導の効果を高めるようにするとともに，幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿との関連を考慮すること。特に，小学校入学当初においては，生活科を

中心とした合科的・関連的な指導や，弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。

(6) 障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や

指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

(7) 第１章総則の第１の２の (2) に示す道徳教育の目標に基づき，市民科などとの関連を考慮

しながら，第３章市民科の第２に示す内容について，体育／保健体育科の特質に応じて適切

な指導をすること。

２　第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 学校や地域の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動経験や技能の程度などに応じた

指導や児童自らが運動の課題の解決を目指す活動を行えるよう工夫すること。特に，運動を

苦手と感じている児童や，運動に意欲的に 取り組まない児童への指導を工夫するとともに，

障害のある児童などへの指導の際には，周りの児童が様々な特性を尊重するよう指導するこ

と。

(2) 筋道を立てて練習や作戦について話し合うことや，身近な健康の保持増進について話し合

うことなど，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育成を促すための言語活動を積極

的に行うことに留意すること。

(3) 第２の内容の指導に当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を

積極的に活用し，各領域の特質に応じた学習活動を行うことができるように工夫すること。

その際，情報機器の基本的な操作についても，内容に応じて取り扱うこと。 

(4) 運動領域におけるスポーツとの多様な関わり方や保健領域の指導については，具体的な体
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験を伴う学習を取り入れるよう工夫すること。 

(5) 第２の内容の ｢Ａ 体つくりの運動遊び｣ 及び ｢Ａ 体つくり運動｣ の (1) のアについては，

各学年の各領域においてもその趣旨を生かした指導ができること。 

(6) 第２の内容の ｢Ｄ 水遊び｣ 及び ｢Ｄ 水泳運動｣ の指導については，適切な水泳場の確保

が困難な場合にはこれらを取り扱わないことができるが，これらの心得については，必ず取

り上げること。 

(7) オリンピック・パラリンピックに関する指導として，フェアなプレイを大切にするなど，

児童の発達の段階に応じて，各種の運動を通してスポーツの意義や価値等に触れることがで

きるようにすること。 

(8) 集合，整頓，列の増減などの行動の仕方を身に付け，能率的で安全な集団としての行動が

できるようにするための指導については，第２の内容の ｢Ａ  体つくりの運動遊び｣ 及び ｢

Ａ 体つくり運動｣ をはじめとして，各学年の各領域（保健を除く。）において適切に行うこ

と。 

(9) 自然との関わりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動な どの指導につい

ては，学校や地域の実態に応じて積極的に行うことに留意すること。

(10) 保健の内容のうち運動，食事，休養及び睡眠については，食育の観点も 踏まえつつ，健

康的な生活習慣の形成に結び付くよう配慮をするとともに， 保健を除く第３学年以上の各

領域及び学校給食に関する指導においても関連した指導を行うようにすること。

(11) 保健の指導に当たっては，健康に関心をもてるようにし，健康に関する課題を解決する学

習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を行うこと。

(12) 第１章総則の第１の２の (3) に示す学校における体育・健康に関する指導の趣旨を生か

し，市民科，運動部の活動などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に関する活動

が適切かつ継続的に実践できるよう留意すること。なお，体力の測定については，計画的に

実施し，運動の指導及び体力の向上に活用するようにすること。

〔第７学年から第９学年まで〕

１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生

徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。 その際，体育や保健の見方・

考え方を働かせながら，運動や健康についての自他の課題を発見し，その合理的な解決のた

めの活動の充実を図ること。また，運動の楽しさや喜びを味わったり，健康の大切さを実感

したりすることができるよう留意すること。

(2) 授業時数の配当については，次のとおり扱うこと。

ア　保健分野の授業時数は，３学年間で 48 単位時間程度配当すること。

イ　保健分野の授業時数は，３学年間を通じて適切に配当し，各学年において効果的な学習

が行われるよう考慮して配当すること。

ウ　体育分野の授業時数は，各学年にわたって適切に配当すること。その際，体育分野の内

容の「Ａ体つくり運動」については，各学年で７単位時間以上を，「Ｈ体育理論」につい

ては，各学年で３単位時間以上を配当すること。



品川区立学校教育要領

第

２

章

各
教
科

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

204

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

エ　体育分野の内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」までの領域の授業時数は，それらの

内容の習熟を図ることができるよう考慮して配当すること。

(3) 障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や

指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

(4) 第１章総則の第１の２の (2) に示す道徳教育の目標に基づき，市民科などとの関連を考慮

しながら，第３章市民科の第２に示す内容について，体育／保健体育科の特質に応じて適切

な指導をすること。

２　第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 体力や技能の程度，性別や障害の有無等に関わらず，運動の多様な楽しみ方を共有するこ

とができるよう留意すること。

(2) 言語能力を育成する言語活動を重視し，筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動

や，個人生活における健康の保持増進や回復について話し合う活動などを通して，コミュニ

ケーション能力や論理的な思考力の育成を促し，自主的な学習活動の充実を図ること。

(3) 第２の内容の指導に当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を

積極的に活用して，各分野の特質に応じた学習活動を行うよう工夫すること。

(4) 体育分野におけるスポーツとの多様な関わり方や保健分野の指導については，具体的な体

験を伴う学習の工夫を行うよう留意すること。

(5) 生徒が学習内容を確実に身に付けることができるよう，学校や生徒の実態に応じ，学習内

容の習熟の程度に応じた指導，個別指導との連携を踏まえた教師間の協力的な指導などを工

夫改善し，個に応じた指導の充実が図られるよう留意すること。

(6) 第１章総則の第１の２の (3) に示す学校における体育・健康に関する指導の趣旨を生かし，

市民科，運動部の活動などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に関する活動が適

切かつ継続的に実践できるよう留意すること。なお，体力の測定については，計画的に実施

し，運動の指導及び体力の向上に活用するようにすること。

(7) 体育分野と保健分野で示された内容については，相互の関連が図られるよう留意すること。



第２章　各教科

第

２

章

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

各
教
科

205

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

運
動

領
域

，
体

育
分

野
「

知
識

及
び

技
能

」
の

［
例

示
］

Ａ
　

体
つ

く
り

運
動

系
・

体
つ

く
り

運
動

Ａ
　

体
つ

く
り

の
運

動
遊

び
Ａ

　
体

つ
く

り
運

動

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

　 体 ほぐしの運動（遊び）

○
次

の
運

動
を

通
し

て
，

心
と

体
の

変
化

に
気

付
い

た
り

，
み

ん
な

で

関
わ

り
合

っ
た

り
す

る
こ

と

・
伸

び
伸

び
と

し
た

動
作

で
新

聞
紙

や
テ

ー
プ

，
ボ

ー
ル

，
な

わ
，

体

操
棒

，
フ

ー
プ

な
ど

，
操

作
し

や
す

い
用

具
な

ど
を

用
い

た
運

動
遊

び
を

行
う

こ
と

・
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

，
心

が
弾

む
よ

う
な

動
作

で
運

動
遊

び
を

行
う

こ

と

・
動

作
や

人
数

な
ど

の
条

件
を

変
え

て
，

歩
い

た
り

走
っ

た
り

す
る

運

動
遊

び
を

行
う

こ
と

・
伝

承
遊

び
や

集
団

に
よ

る
運

動
遊

び
を

行
う

こ
と

○
次

の
運

動
を

通
し

て
，

心
と

体
の

変
化

に
気

付
い

た
り

，
み

ん
な

で

関
わ

り
合

っ
た

り
す

る
こ

と

・
伸

び
伸

び
と

し
た

動
作

で
ボ

ー
ル

，
な

わ
，

体
操

棒
，

フ
ー

プ
な

ど

の
用

具
を

用
い

た
運

動
を

行
う

こ
と

・
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

，
心

が
弾

む
よ

う
な

動
作

で
の

運
動

を
行

う
こ

と

・
動

作
や

人
数

な
ど

の
条

件
を

変
え

て
，

歩
い

た
り

走
っ

た
り

す
る

運

動
を

行
う

こ
と

・
伝

承
遊

び
や

集
団

に
よ

る
運

動
を

行
う

こ
と

○
次

の
運

動
を

通
し

て
，

心
と

体
と

の
関

係
に

気
付

い
た

り
，

仲
間

と

関
わ

り
合

っ
た

り
す

る
こ

と

・
伸

び
伸

び
と

し
た

動
作

で
全

身
を

動
か

し
た

り
，

ボ
ー

ル
，

な
わ

，
体

操
棒

，
輪

な
ど

の
用

具
を

用
い

た
運

動
を

行
っ

た
り

す
る

こ
と

・
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

，
心

が
弾

む
よ

う
な

動
作

で
の

運
動

を
行

う
こ

と

・
ペ

ア
に

な
っ

て
背

中
を

合
わ

せ
に

座
り

，
体

を
前

後
左

右
に

揺
ら

し
，

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

運
動

を
行

う
こ

と

・
動

作
や

人
数

な
ど

の
条

件
を

変
え

て
，

歩
い

た
り

走
っ

た
り

す
る

運

動
を

行
う

こ
と

・
グ

ル
ー

プ
や

学
級

の
仲

間
と

力
を

合
わ

せ
て

挑
戦

す
る

運
動

を
行

う

こ
と

・
伝

承
遊

び
や

集
団

に
よ

る
運

動
を

行
う

こ
と

○
次

の
運

動
を

通
し

て
，

心
と

体
と

の
関

係
に

気
付

い
た

り
，

仲
間

と

関
わ

り
合

っ
た

り
す

る
こ

と

・
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

心
が

弾
む

よ
う

な
運

動
を

行
う

こ
と

・
緊

張
し

た
り

緊
張

を
解

い
て

脱
力

し
た

り
す

る
運

動
を

行
う

こ
と

・
い

ろ
い

ろ
な

条
件

で
，

歩
い

た
り

走
っ

た
り

跳
び

は
ね

た
り

す
る

運

動
を

行
う

こ
と

・
仲

間
と

動
き

を
合

わ
せ

た
り

，
対

応
し

た
り

す
る

運
動

を
行

う
こ

と

・
仲

間
と

協
力

し
て

課
題

を
達

成
す

る
な

ど
，

集
団

で
挑

戦
す

る
よ

う

な
運

動
を

行
う

こ
と

　 多 様な動きをつくる運動（遊び）　 体 の動きを高める運動　 　 実 生活に生かす運動の計画

〔
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

運
動

遊
び

〕

○
回

る
な

ど
の

動
き

○
寝

こ
ろ

ぶ
，

起
き

る
な

ど
の

動
き

○
座

る
，

立
つ

な
ど

の
動

き

○
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

保
つ

動
き

〔
体

を
移

動
す

る
運

動
遊

び
〕

○
這

う
，

歩
く

，
走

る
な

ど
の

動
き

○
跳

ぶ
，

は
ね

る
な

ど
の

動
き

○
一

定
の

速
さ

で
の

か
け

足
（

２
～

３
分

）

〔
用

具
を

操
作

す
る

運
動

遊
び

〕

○
用

具
を

つ
か

む
，

持
つ

，
降

ろ
す

，
ま

わ
す

，
転

が
す

な
ど

の
動

き

○
用

具
を

く
ぐ

る
な

ど
の

動
き

○
用

具
を

運
ぶ

な
ど

の
動

き

○
用

具
を

投
げ

る
，

捕
る

な
ど

の
動

き

○
用

具
を

跳
ぶ

な
ど

の
動

き

○
用

具
に

乗
る

な
ど

の
動

き

〔
力

試
し

の
運

動
遊

び
〕

○
人

を
押

す
，

引
く

動
き

や
力

比
べ

を
す

る
な

ど
の

動
き

○
人

を
運

ぶ
，

支
え

る
な

ど
の

動
き

〔
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

運
動

〕

○
回

る
な

ど
の

動
き

○
寝

こ
ろ

ぶ
，

起
き

る
な

ど
の

動
き

○
座

る
，

立
つ

な
ど

の
動

き

○
渡

る
な

ど
の

動
き

○
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

保
つ

動
き

〔
体

を
移

動
す

る
運

動
〕

○
這

う
，

歩
く

，
走

る
な

ど
の

動
き

○
跳

ぶ
，

は
ね

る
な

ど
の

動
き

○
登

る
，

下
り

る
な

ど
の

動
き

○
一

定
の

速
さ

で
の

か
け

足
（

３
～

４
分

）

〔
用

具
を

操
作

す
る

運
動

〕

○
用

具
を

つ
か

む
，

持
つ

，
降

ろ
す

，
回

す
，

転
が

す
な

ど
の

動
き

○
用

具
を

く
ぐ

る
，

運
ぶ

な
ど

の
動

き

○
用

具
を

投
げ

る
，

捕
る

，
振

る
な

ど
の

動
き

○
用

具
を

跳
ぶ

な
ど

の
動

き

○
用

具
を

に
乗

る
な

ど
の

動
き

〔
力

試
し

の
運

動
〕

○
人

を
押

す
，

引
く

動
き

や
力

比
べ

を
す

る
な

ど
の

動
き

○
人

を
運

ぶ
，

支
え

る
な

ど
の

動
き

〔
基

本
的

な
動

き
を

組
み

合
わ

せ
る

運
動

〕

○
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

な
が

ら
移

動
す

る
な

ど
の

動
き

○
用

具
を

操
作

し
な

が
ら

移
動

す
る

な
ど

の
動

き

〔
体

の
柔

ら
か

さ
を

高
め

る
た

め
の

運
動

〕

○
徒

手
で

の
運

動

・
体

の
各

部
位

を
大

き
く

広
げ

た
り

曲
げ

た
り

す
る

姿
勢

を
維

持
す

る

・
全

身
や

各
部

位
を

振
っ

た
り

，
回

し
た

り
，

ね
じ

っ
た

り
す

る

○
用

具
な

ど
を

用
い

た
運

動

・
ゴ

ム
ひ

も
や

張
り

巡
ら

せ
て

作
っ

た
空

間
や

，
棒

の
下

や
輪

の
中

を

く
ぐ

り
抜

け
る

〔
巧

み
な

動
き

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

・
人

や
物

の
動

き
，

場
の

状
況

に
対

し
た

運
動

　
　

場
の

状
況

に
対

応

し
た

動
き

・
長

座
姿

勢
で

座
り

，
足

を
開

い
た

り
閉

じ
た

り
す

る
相

手
の

動
き

に

応
じ

，
開

脚
や

閉
脚

を
繰

り
返

し
な

が
ら

跳
ぶ

・
マ

ー
カ

ー
を

タ
ッ

チ
し

な
が

ら
，

素
早

く
往

復
走

を
す

る

○
用

具
な

ど
を

用
い

た
運

動

・
短

な
わ

や
長

な
わ

を
使

っ
て

様
々

な
跳

び
方

を
し

た
り

，
な

わ
跳

び

を
し

な
が

ら
ボ

ー
ル

を
操

作
し

た
り

す
る

・
フ

ー
プ

を
転

が
し

，
回

転
し

て
い

る
フ

ー
プ

の
中

を
く

ぐ
り

抜
け

た

り
，

跳
び

越
し

た
り

す
る

〔
力

強
い

動
き

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

○
人

や
物

の
重

さ
な

ど
を

用
い

た
運

動

・
二

人
組

，
三

人
組

で
互

い
に

持
ち

上
げ

る
，

運
ぶ

な
ど

の
運

動
を

す

る

〔
動

き
を

持
続

す
る

能
力

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

○
時

間
や

コ
ー

ス
を

決
め

て
行

う
全

身
運

動

・
短

な
わ

，
長

な
わ

を
使

っ
て

の
跳

躍
や

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

な
ど

の
全

身

運
動

を
続

け
る

・
無

理
の

な
い

速
さ

で
５

～
６

分
程

度
の

持
久

走
を

す
る

〔
体

の
柔

ら
か

さ
を

高
め

る
た

め
の

運
動

〕

・
大

き
く

リ
ズ

ミ
カ

ル
に

全
身

や
体

の
各

部
位

を
振

っ
た

り
，

回
し

た

り
，

ね
じ

っ
た

り
，

曲
げ

伸
ば

し
た

り
す

る

・
体

の
各

部
位

を
ゆ

っ
く

り
伸

展
し

，
そ

の
ま

ま
の

状
態

で
約

１
０

秒

間
維

持
す

る

〔
巧

み
な

動
き

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

・
様

々
な

フ
ォ

ー
ム

で
い

ろ
い

ろ
な

用
具

を
用

い
て

，
タ

イ
ミ

ン
グ

よ

く
跳

ん
だ

り
，

転
が

し
た

り
す

る

・
大

き
な

動
作

で
，

ボ
ー

ル
な

ど
の

用
具

を
，

力
を

調
整

し
て

投
げ

た

り
受

け
た

り
す

る

・
人

と
組

ん
だ

り
，

用
具

を
利

用
し

た
り

し
て

バ
ラ

ン
ス

を
保

持
す

る

・
床

や
グ

ラ
ウ

ン
ド

に
設

定
し

た
い

ろ
い

ろ
な

空
間

を
リ

ズ
ミ

カ
ル

に

歩
い

た
り

，
走

っ
た

り
，

跳
ん

だ
り

，
素

早
く

移
動

し
た

り
す

る

〔
力

強
い

動
き

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

・
自

己
の

体
重

を
利

用
し

て
腕

や
脚

を
屈

伸
し

た
り

，
腕

や
脚

を
上

げ

た
り

下
ろ

し
た

り
し

た
り

，
同

じ
姿

勢
を

維
持

し
た

り
す

る

・
二

人
組

で
上

体
を

起
こ

し
た

り
脚

を
上

げ
た

り
，

背
負

っ
て

移
動

し

た
り

す
る

・
重

い
物

を
押

し
た

り
，

引
い

た
り

，
投

げ
た

り
，

受
け

た
り

，
振

っ

た
り

，
回

し
た

り
す

る

〔
動

き
を

持
続

す
る

能
力

を
高

め
る

た
め

の
運

動
〕

・
走

や
な

わ
跳

び
な

ど
を

，
一

定
の

時
間

や
回

数
，

ま
た

は
，

自
己

で

決
め

た
時

間
や

回
数

を
持

続
し

て
行

う

・
ス

テ
ッ

プ
や

ジ
ャ

ン
プ

な
ど

複
数

の
異

な
る

運
動

を
組

み
合

わ
せ

て
，

時
間

や
回

数
を

決
め

て
エ

ア
ロ

ビ
ク

ス
な

ど
（

有
酸

素
運

動
）

を
持

続
し

て
行

う

〔
運

動
の

組
み

合
わ

せ
方

〕

・
体

の
動

き
を

高
め

る
運

動
の

中
か

ら
，

一
つ

の
ね

ら
い

を
取

り
上

げ
，

そ
れ

を
高

め
る

た
め

の
運

動
を

効
率

よ
く

組
み

合
わ

せ
る

・
体

の
動

き
を

高
め

る
運

動
の

中
か

ら
，

ね
ら

い
が

異
な

る
運

動
を

バ

ラ
ン

ス
よ

く
組

み
合

わ
せ

て
行

う

〔
実

生
活

に
生

か
す

運
動

の
計

画
〕
（

９
年

）

・
ね

ら
い

に
応

じ
て

，
健

康
の

保
持

増
進

や
調

和
の

と
れ

た
体

力
の

向

上
を

図
る

た
め

の
運

動
の

計
画

を
立

て
取

り
組

む
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家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｂ
　

器
械

運
動

系
・

器
械

運
動

Ｂ
　

器
械

・
器

具
を

使
っ

て
の

運
動

遊
び

Ｂ
　

器
械

運
動

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

マ ットを使った運動遊び　 マ ット運動

○
い

ろ
い

ろ
な

方
向

へ
の

転
が

り
，

手
で

支
え

て
の

体
の

保
持

や

回
転

を
す

る

　
・

ゆ
り

か
ご

　
　

　
　

  ・
前

転
が

り
　

　
　

　
・

後
ろ

転
が

り

　
・

背
支

持
倒

立
（

首
倒

立
）

　
・

だ
る

ま
転

が
り

　
　

・
丸

太
転

が
り

　
・

か
え

る
の

逆
立

ち
　

・
か

え
る

の
足

打
ち

　
・

う
さ

ぎ
跳

び
　

・
壁

上
が

り
逆

立
ち

 　
・

ブ
リ

ッ
ジ

・
支

持
で

の
川

跳
び

・
腕

立
て

横
跳

び
越

し

・
肋

木

○
回

転
系

や
巧

技
系

の
基

本
的

な
技

を
す

る

　
基

本
的

な
技

（
発

展
技

）

　
・

前
転

　

　
・

易
し

い
場

で
の

開
脚

前
転

（
開

脚
前

転
）

　
・

後
転

　
・

開
脚

後
転

（
伸

膝
後

転
）

　
・

補
助

倒
立

ブ
リ

ッ
ジ

（
倒

立
ブ

リ
ッ

ジ
）

　
・

側
方

倒
立

回
転

（
ロ

ン
ダ

ー
ト

）

　
・

首
は

ね
起

き
（

頭
は

ね
起

き
）

　
・

壁
倒

立
（

補
助

倒
立

）

　
・

頭
倒

立

○
回

転
系

や
巧

技
系

の
基

本
的

な
技

を
安

定
し

て
行

う

○
発

展
技

を
行

う

○
そ

れ
ら

を
繰

り
返

し
た

り
組

み
合

わ
せ

た
り

す
る

　 　
発

展
技

（
更

な
る

発
展

技
）

　
・

補
助

倒
立

前
転

（
倒

立
前

転
）
（

跳
び

前
転

）

　
・

開
脚

前
転

（
易

し
い

場
で

の
伸

膝
前

転
）

　
・

伸
膝

後
転

（
後

転
倒

立
）

　
・

倒
立

ブ
リ

ッ
ジ

（
前

方
倒

立
回

転
）

　
　

　
　

　
　

　
　
（

前
方

倒
立

回
転

跳
び

）

　
・

ロ
ン

ダ
ー

ト

　
・

頭
は

ね
起

き

　
・

補
助

倒
立

（
倒

立
）

○
回

転
系

や
巧

技
系

の
基

本
的

な
技

を
滑

ら
か

に
行

う

○
滑

ら
か

に
安

定
し

て
行

う
（

９
年

生
）

○
条

件
を

変
え

た
技

や
発

展
技

を
行

う

○
そ

れ
ら

を
組

み
合

わ
せ

る
　

○
構

成
し

演
技

す
る

（
９

年
生

）

基
本

的
な

技
（

発
展

技
）

・
補

助
倒

立
前

転
（

倒
立

前
転

）
（

跳
び

前
転

）

・
開

脚
前

転
（

伸
膝

前
転

）

・
開

脚
後

転
（

伸
膝

後
転

）
（

後
転

倒
立

）

・
倒

立
ブ

リ
ッ

ジ
（

前
方

倒
立

回
転

）
（

前
方

倒
立

回
転

跳
び

）

・
側

方
倒

立
回

転
（

ロ
ン

ダ
ー

ト
）

・
頭

は
ね

起
き

・
補

助
倒

立
（

倒
立

）

・
頭

倒
立

鉄 棒を使った運動遊び 

鉄 棒運動 平 均台運動

○
支

持
し

て
の

揺
れ

や
上

が
り

下
が

り
，

ぶ
ら

下
が

り
や

易
し

い

回
転

を
す

る

　
・

ふ
と

ん
干

し
　

　
・

ツ
バ

メ

　
・

足
抜

き
回

り
　

　
・

ぶ
た

の
丸

焼
き

　
・

さ
る

　
　

　
　

　
・

こ
う

も
り

　
・

ぶ
ら

下
が

り
　

　
・

跳
び

上
が

り
，

下
り

　
・

前
に

回
っ

て
下

り
る

〔
固

定
施

設
を

使
っ

た
運

動
遊

び
〕

　
・

ジ
ャ

ン
グ

ル
ジ

ム
　

・
雲

悌
　

　
・

登
り

棒
　

　
　

　
　

・
肋

木

○
支

持
系

の
基

本
的

な
技

を
す

る

　
基

本
的

な
技

（
発

展
技

）

　
・

前
回

り
下

り
（

前
方

支
持

回
転

）

　
・

か
か

え
込

み
前

回
り

（
前

方
支

持
回

転
）

　
・

転
向

前
下

り
（

片
足

踏
み

越
し

下
り

）

　
・

膝
掛

け
振

り
上

が
り

（
腰

掛
け

上
が

り
）

　
・

前
方

片
膝

掛
け

回
転

（
前

方
も

も
掛

け
回

転
）

　
・

補
助

逆
上

が
り

（
逆

上
が

り
）

　
・

か
か

え
込

み
後

ろ
回

り
（

後
方

支
持

回
転

）

　
・

後
方

片
膝

掛
け

回
転

（
後

方
も

も
掛

け
回

転
）

　
・

両
膝

掛
け

倒
立

下
り

（
両

膝
掛

け
振

動
下

り
）

　

○
支

持
系

の
基

本
的

な
技

を
安

定
し

て
行

う

○
発

展
技

を
行

う

○
そ

れ
ら

を
繰

り
返

し
た

り
組

み
合

わ
せ

た
り

す
る

　
発

展
技

（
更

な
る

発
展

技
）

　
・

前
方

支
持

回
転

（
前

方
伸

膝
支

持
回

転
）

　
・

片
足

踏
み

越
し

下
り

（
横

跳
び

越
し

下
り

）

　
・

膝
掛

け
上

が
り

（
も

も
掛

け
上

が
り

）

　
・

前
方

も
も

掛
け

回
転

　
・

逆
上

が
り

　
・

後
方

支
持

回
転

（
後

方
伸

膝
支

持
回

転
）

　
・

後
方

も
も

掛
け

回
転

　
・

両
膝

掛
け

振
動

下
り

○
支

持
系

や
件

推
計

の
基

本
的

な
技

を
滑

ら
か

に
行

う

○
体

操
系

や
バ

ラ
ン

ス
系

の
基

本
的

な
技

を
滑

ら
か

に
行

う
（

平

均
台

）

○
滑

ら
か

に
安

定
し

て
行

う
（

９
年

生
）

○
条

件
を

変
え

た
技

や
発

展
技

を
行

う

○
そ

れ
ら

を
組

み
合

わ
せ

る
　

○
構

成
し

演
技

す
る

（
９

年
生

）

　
基

本
的

な
技

（
発

展
技

）

　
・

前
方

支
持

回
転

（
前

方
伸

膝
支

持
回

転
）

　
・

転
向

前
下

り

　
・

踏
み

越
し

下
り

（
支

持
跳

び
越

し
下

り
）

　
・

膝
掛

け
上

が
り

（
も

も
掛

け
上

が
り

）
（

け
上

が
り

）

　
・

前
方

膝
掛

け
回

転
（

前
方

も
も

掛
け

回
転

）

　
・

後
方

支
持

回
転

（
後

方
伸

膝
支

持
回

転
）

　
・

後
方

掛
け

回
転

（
後

方
も

も
掛

け
回

転
）

跳 び箱運動

○
跳

び
乗

り
や

跳
び

下
り

，
手

を
着

い
て

の
ま

た
ぎ

乗
り

や
ま

た

ぎ
下

り
を

す
る

　
・

馬
跳

び
　

　
　

・
タ

イ
ヤ

跳
び

　
・

う
さ

ぎ
跳

び
　

・
ゆ

り
か

ご
　

・
前

転
が

り

　
・

背
支

持
倒

立
（

首
倒

立
）

　
・

か
え

る
の

逆
立

ち
　

・
か

え
る

の
足

打
ち

　
・

壁
上

り
下

り
倒

立

　
・

支
持

で
ま

た
ぎ

乗
り

　
・

ま
た

ぎ
下

り

　
・

支
持

で
跳

び
乗

り
　

　
・

跳
び

下
り

　
・

踏
み

越
し

跳
び

○
切

り
返

し
系

や
回

転
系

の
基

本
的

な
技

を
す

る

　
基

本
的

な
技

（
発

展
技

）

　
・

開
脚

跳
び

（
か

か
え

込
み

跳
び

）

　
・

台
上

前
転

（
伸

膝
台

上
前

転
）

　
・

首
は

ね
跳

び
（

頭
は

ね
跳

び
）

○
切

り
返

し
系

や
回

転
系

の
基

本
的

な
技

を
安

定
し

て
行

う

○
発

展
技

を
行

う

　
発

展
技

（
更

な
る

発
展

技
）

　
・

か
か

え
込

み
跳

び
（

屈
身

跳
び

）

　
・

伸
膝

台
上

前
転

　
・

頭
は

ね
跳

び
（

前
方

屈
腕

倒
立

回
転

跳
び

）

○
切

り
返

し
系

や
回

転
系

の
基

本
的

な
技

を
滑

ら
か

に
行

う

○
滑

ら
か

に
安

定
し

て
行

う
（

９
年

生
）

○
条

件
を

変
え

た
技

や
発

展
技

を
行

う

　
基

本
的

な
技

（
発

展
技

）

　
・

開
脚

跳
び

（
開

脚
伸

身
跳

び
）

　
・

か
か

え
込

み
跳

び
（

屈
伸

跳
び

）

　
・

頭
は

ね
跳

び
（

前
方

屈
腕

倒
立

回
転

跳
び

）
（

前
方

倒
立

回

転
跳

び
）
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家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｃ
　

陸
上

運
動

系
・

陸
上

競
技

Ｃ
　

走
・

跳
の

運
動

遊
び

Ｃ
　

走
・

跳
の

運
動

Ｃ
　

陸
上

運
動

Ｃ
　

陸
上

競
技

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

走 の運動遊び　 か けっこ・リレー　 小 型ハードル走

ハ ードル走　 短 距離走・リレー　 長 距離走

○
い

ろ
い

ろ
な

方
向

に
走

っ
た

り
，

低
い

障
害

物
を

走
り

越
え

た

り
す

る

○
3
0

ｍ
～

4
0

ｍ
程

度
の

か
け

っ
こ

・
い

ろ
い

ろ
な

形
状

の
線

上
等

を
真

っ
直

ぐ
に

走
っ

た
り

，
蛇

行

し
て

走
っ

た
り

す
る

○
折

り
返

し
リ

レ
ー

遊
び

，
低

い
障

害
物

を
使

っ
て

の
リ

レ
ー

遊

び

・
相

手
の

手
の

平
に

タ
ッ

チ
を

し
た

り
，

バ
ト

ン
の

受
け

渡
し

を

し
た

り
し

て
走

る

・
い

ろ
い

ろ
な

間
隔

に
並

べ
ら

れ
た

低
い

障
害

物
を

走
り

越
え

る

○
3
0

ｍ
～

5
0

ｍ
程

度
の

か
け

っ
こ

・
い

ろ
い

ろ
な

走
り

出
し

の
姿

勢
か

ら
，

素
早

く
走

り
始

め
る

・
真

っ
直

ぐ
前

を
見

て
，

腕
を

前
後

に
大

き
く

振
っ

て
走

る

○
周

回
リ

レ
ー

・
走

り
な

が
ら

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
を

す
る

・
コ

ー
ナ

ー
の

内
側

に
体

を
軽

く
傾

け
て

走
る

○
い

ろ
い

ろ
な

リ
ズ

ム
で

の
小

型
ハ

ー
ド

ル
走

・
イ

ン
タ

ー
バ

ル
の

距
離

や
小

型
ハ

ー
ド

ル
の

高
さ

に
応

じ
た

い
ろ

い
ろ

な
リ

ズ
ム

で
小

型
ハ

ー
ド

ル
を

走
り

越
え

る

○
3
0

ｍ
～

4
0

ｍ
程

度
の

小
型

ハ
ー

ド
ル

走

・
一

定
の

間
隔

に
並

べ
ら

れ
た

小
型

ハ
ー

ド
ル

を
一

定
の

リ
ズ

ム
で

走
り

越
え

る

○
4
0

ｍ
～

6
0

ｍ
程

度
の

短
距

離
走

・
ス

タ
ン

デ
ィ

ン
グ

ス
タ

ー
ト

か
ら

，
素

早
く

走
り

始
め

る

・
体

を
軽

く
前

傾
さ

せ
て

全
力

で
走

る

○
い

ろ
い

ろ
な

距
離

で
の

リ
レ

ー
（

一
人

が
走

る
距

離
4
0

ｍ
～

6
0

ｍ
程

度
）

・
テ

ー
ク

オ
ー

バ
ー

ゾ
ー

ン
内

で
，

減
速

の
少

な
い

バ
ト

ン
の

受

け
渡

し
を

す
る

○
4
0

ｍ
～

5
0

ｍ
程

度
の

ハ
ー

ド
ル

走

・
第

一
ハ

ー
ド

ル
を

決
め

た
足

で
踏

み
切

っ
て

走
り

越
え

る

・
ス

タ
ー

ト
か

ら
最

後
ま

で
，

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

り
な

が
ら

真
っ

直
ぐ

走
る

・
イ

ン
タ

ー
バ

ル
を

３
歩

ま
た

は
５

歩
で

走
る

○
5
0

～
1
0
0

ｍ
程

度
の

短
距

離
走

・
ク

ラ
ウ

チ
ン

グ
ス

タ
ー

ト
か

ら
徐

々
に

上
体

を
起

こ
し

て
い

き
加

速
す

る

・
自

己
に

合
っ

た
ピ

ッ
チ

と
ス

ト
ラ

イ
ド

で
速

く
走

る

・
滑

ら
か

な
動

き

○
リ

レ
ー

（
一

人
5
0

～
1
0
0

ｍ
程

度
）

・
バ

ト
ン

を
受

け
渡

す
タ

イ
ミ

ン
グ

や
次

走
者

が
ス

タ
ー

ト
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

る

・
次

走
者

の
ス

ピ
ー

ド
を

十
分

に
高

め
る

（
第

９
学

年
）

○
1
0
0
0

ｍ
～

3
0
0
0

ｍ
程

度
の

長
距

離
走

・
腕

に
余

分
な

力
を

入
れ

な
い

で
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

走
る

・
自

己
に

合
っ

た
ピ

ッ
チ

と
ス

ト
ラ

イ
ド

で
，

上
下

動
の

少
な

い

動
き

で
走

る

・
ペ

ー
ス

を
一

定
に

し
て

走
る

・
自

己
に

適
し

た
ペ

ー
ス

で
走

る
（

第
９

学
年

）

○
5
0

～
8
0

ｍ
程

度
の

ハ
ー

ド
ル

走

・
ハ

ー
ド

ル
を

５
～

８
第

程
度

置
く

・
イ

ン
タ

ー
バ

ル
を

３
ま

た
は

５
歩

で
リ

ズ
ミ

カ
ル

に
走

る

・
遠

く
か

ら
踏

み
切

り
，

勢
い

よ
く

ハ
ー

ド
ル

を
走

り
越

す

・
抜

き
脚

の
膝

を
折

り
た

た
ん

で
前

に
運

ぶ
な

ど
の

動
作

で

ハ
ー

ド
ル

を
越

す

・
ス

ピ
ー

ド
を

維
持

し
た

走
り

（
第

９
学

年
）

跳 の運動遊び　 幅 跳び　 高 跳び

走 り幅跳び　 走 り高跳び

○
前

方
や

上
方

に
跳

ん
だ

り
，

連
続

し
て

跳
ん

だ
り

す
る

○
幅

跳
び

遊
び

・
助

走
を

付
け

て
片

足
で

し
っ

か
り

地
面

を
蹴

っ
て

前
方

に
跳

ぶ

○
ケ

ン
パ

ー
跳

び
遊

び

・
片

足
や

両
足

で
，

い
ろ

い
ろ

な
間

隔
に

並
べ

ら
れ

た
輪

等
を

連

続
し

て
前

方
に

跳
ぶ

○
ゴ

ム
跳

び
遊

び

・
助

走
を

付
け

て
片

足
で

し
っ

か
り

地
面

を
蹴

っ
て

上
方

に
跳

ぶ

・
片

足
や

両
足

で
連

続
し

て
上

方
へ

跳
ぶ

○
短

い
助

走
か

ら
の

幅
跳

び

・
５

～
７

歩
程

度
の

助
走

か
ら

踏
切

り
足

を
決

め
て

前
方

に
強

く
踏

み
切

り
，

遠
く

へ
跳

ぶ

・
膝

を
柔

ら
か

く
曲

げ
て

，
両

足
で

着
地

す
る

○
短

い
助

走
か

ら
の

高
跳

び

・
３

～
５

歩
程

度
の

短
い

助
走

か
ら

踏
切

り
脚

を
決

め
て

上
方

に
強

く
踏

み
切

り
，

高
く

飛
ぶ

・
膝

を
柔

ら
か

く
曲

げ
て

，
足

か
ら

着
地

す
る

○
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
助

走
か

ら
の

走
り

幅
跳

び

・
７

～
９

歩
程

度
の

リ
ズ

ミ
カ

ル
な

助
走

を
す

る

・
幅

3
0

～
4
0
cm

程
度

の
踏

み
切

り
ゾ

ー
ン

で
力

強
く

踏
み

切

る

・
か

が
み

跳
び

か
ら

両
足

で
着

地
す

る

○
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
助

走
か

ら
の

走
り

高
跳

び

・
５

～
７

歩
程

度
の

リ
ズ

ミ
カ

ル
な

助
走

を
す

る

・
上

体
を

起
こ

し
て

力
強

く
踏

み
切

る

・
は

さ
み

跳
び

で
，

足
か

ら
着

地
す

る

○
走

り
幅

跳
び

・
自

己
に

適
し

た
距

離
，

ま
た

は
歩

数
の

助
走

を
す

る
こ

と

・
踏

切
線

に
足

を
合

わ
せ

て
踏

み
切

る

・
か

が
み

跳
び

な
ど

の
空

中
動

作
か

ら
の

流
れ

の
中

で
着

地
す

る

・
力

強
い

踏
み

切
り

（
第

９
学

年
）

○
走

り
高

跳
び

・
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
助

走
か

ら
力

強
い

踏
み

切
り

に
移

る

・
跳

躍
の

頂
点

と
バ

ー
の

位
置

が
合

う
よ

う
に

，
自

己
に

合
っ

た

踏
切

位
置

で
踏

み
切

る

・
脚

と
腕

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

て
踏

み
切

り
，

大
き

な
は

さ

み
動

作
で

跳
ぶ

・
滑

ら
か

な
空

間
動

作
（

第
９

学
年

）



品川区立学校教育要領

第

２

章

各
教
科

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

208

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｄ
　

水
泳

運
動

系
・

水
泳

Ｄ
　

水
遊

び
Ｄ

　
水

泳
運

動
Ｄ

　
水

泳

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

水 の中を移動する運動遊び　 も ぐる・浮く運動遊び

浮 いて進む運動　 も ぐる・浮く運動

○
水

に
つ

か
っ

て
の

水
か

け
っ

こ
，

ま
ね

っ
こ

遊
び

・
水

を
手

で
す

く
っ

て
友

達
と

水
を

か
け

合
う

・
水

に
つ

か
っ

て
い

ろ
い

ろ
な

動
物

の
真

似
を

し
な

が
ら

歩
く

○
水

に
つ

か
っ

て
の

電
車

ご
っ

こ
，

リ
レ

ー
遊

び
，

鬼
遊

び

・
自

由
に

歩
い

た
り

走
っ

た
り

，
方

向
を

変
え

た
り

す
る

・
手

で
水

を
か

き
な

が
ら

速
く

走
る

○
水

中
で

の
じ

ゃ
ん

け
ん

，
に

ら
め

っ
こ

，
石

拾
い

・
水

に
顔

を
つ

け
た

り
，

も
ぐ

っ
て

目
を

開
け

た
り

す
る

・
手

や
脚

を
使

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
姿

勢
で

も
ぐ

る

○
く

ら
げ

浮
き

，
伏

し
浮

き
，

大
の

字
浮

き

・
壁

や
補

助
具

に
つ

か
ま

っ
て

浮
く

・
息

を
吸

っ
て

止
め

，
全

身
の

力
を

抜
い

て
浮

く

○
バ

ブ
リ

ン
グ

や
ボ

ビ
ン

グ

・
水

中
で

息
を

止
め

た
り

吐
い

た
り

す
る

・
跳

び
上

が
っ

て
息

を
吐

い
た

後
，

す
ぐ

に
吸

っ
て

ま
た

も
ぐ

る

○
け

伸
び

・
プ

ー
ル

の
壁

を
力

強
く

蹴
り

だ
し

た
勢

い
で

，
体

を
一

直
線

に

伸
ば

し
た

姿
勢

で
進

む

○
初

歩
的

な
泳

ぎ

・
呼

吸
を

し
な

が
ら

手
や

足
を

動
か

し
て

進
む

・
ば

た
足

泳
ぎ

や
か

え
る

足
泳

ぎ

○
プ

ー
ル

の
底

に
タ

ッ
チ

，
股

く
ぐ

り
，

変
身

も
ぐ

り

・
体

の
一

部
分

を
プ

ー
ル

の
底

に
つ

け
る

・
友

達
の

股
の

下
を

く
ぐ

り
抜

け
る

・
水

の
中

で
も

ぐ
っ

た
姿

勢
を

変
え

る

○
背

浮
き

，
だ

る
ま

浮
き

，
変

身
浮

き

・
全

身
の

力
を

抜
い

て
い

ろ
い

ろ
な

浮
き

方
を

す
る

・
ゆ

っ
く

り
と

浮
い

た
姿

勢
を

変
え

る

○
簡

単
な

浮
き

沈
み

・
だ

る
ま

浮
き

の
状

態
で

，
浮

上
す

る
動

き
を

す
る

・
ボ

ビ
ン

グ
を

連
続

し
て

行
う

〔
ク

ロ
ー

ル
〕

○
2
5

ｍ
～

5
0

ｍ
程

度
を

目
安

に
し

た
ク

ロ
ー

ル

・
手

を
交

互
に

前
方

に
伸

ば
し

て
水

に
入

れ
，

か
く

・
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
ば

た
足

を
す

る

・
顔

を
横

に
上

げ
て

呼
吸

を
す

る

○
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ク
ロ

ー
ル

・
両

手
を

揃
え

た
姿

勢
で

片
手

ず
つ

大
き

く
水

を
か

く

・
ゆ

っ
く

り
と

動
か

す
ば

た
足

を
す

る

〔
安

全
確

保
に

つ
な

が
る

運
動

〕

○
1
0

～
2
0

秒
程

度
を

目
安

に
し

た
背

浮
き

・
顔

以
外

の
部

位
が

水
中

に
入

っ
た

姿
勢

を
維

持
す

る

・
姿

勢
を

崩
さ

ず
手

や
足

を
ゆ

っ
く

り
動

か
す

○
３

～
５

回
程

度
を

目
安

に
し

た
平

泳
ぎ

・
浮

い
て

く
る

動
き

に
合

わ
せ

て
両

手
を

動
か

し
，

顔
を

あ
げ

て

呼
吸

を
し

た
後

，
再

び
息

を
止

め
て

浮
い

て
く

る
ま

で
姿

勢
を

保
つ

〔
平

泳
ぎ

〕

○
2
5

～
5
0

ｍ
程

度
を

目
安

に
し

た
平

泳
ぎ

・
円

を
描

く
よ

う
に

左
右

に
開

き
水

を
か

く

・
足

の
裏

や
脚

の
内

側
で

水
を

挟
み

だ
す

か
え

る
足

を
す

る

・
水

を
か

き
な

が
ら

，
顔

を
前

に
上

げ
て

呼
吸

を
す

る

○
ゆ

っ
た

り
と

し
た

平
泳

ぎ

・
キ

ッ
ク

の
後

に
顎

を
引

い
た

伏
し

浮
き

の
姿

勢
を

保
つ

〔
ク

ロ
ー

ル
〕

○
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

速
く

泳
ぐ

・
腕

全
体

で
水

を
と

ら
え

，
水

を
か

く

・
一

定
の

リ
ズ

ム
で

強
い

キ
ッ

ク
を

打
つ

・
プ

ル
と

キ
ッ

ク
，

ロ
ー

リ
ン

グ
の

動
作

に
合

わ
せ

て
呼

吸
を

す

る

〔
背

泳
ぎ

〕

○
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

泳
ぐ

・
両

手
を

頭
上

で
組

ん
で

，
背

中
を

伸
ば

し
，

水
平

に
浮

い
て

キ
ッ

ク
を

す
る

・
肘

が
6
0

～
9
0

度
程

度
曲

が
る

よ
う

に
し

て
か

く

・
手

，
肘

を
高

く
伸

ば
し

た
直

線
的

な
リ

カ
バ

リ
ー

・
プ

ル
と

キ
ッ

ク
の

動
作

に
合

わ
せ

た
呼

吸

〔
バ

タ
フ

ラ
イ

〕

○
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

泳
ぐ

・
ド

ル
フ

ィ
ン

キ
ッ

ク
を

す
る

・
鍵

穴
の

形
を

描
く

よ
う

に
水

を
か

く

・
手

の
入

水
時

と
か

き
終

わ
り

の
時

に
キ

ッ
ク

す
る

・
顔

を
水

面
上

に
出

し
て

呼
吸

す
る

〔
平

泳
ぎ

〕

○
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

長
く

泳
ぐ

・
両

手
で

逆
ハ

ー
ト

型
を

描
く

よ
う

に
水

を
か

く

・
蹴

り
終

わ
り

で
長

く
伸

び
る

キ
ッ

ク
を

す
る

・
顔

を
水

面
上

に
出

し
て

息
を

吸
い

，
キ

ッ
ク

の
蹴

り
終

わ
り

に

合
わ

せ
て

伸
び

（
グ

ラ
イ

ド
）

を
と

り
進

む

〔
複

数
の

泳
法

で
泳

ぐ
こ

と
，

又
は

リ
レ

ー
を

す
る

こ
と

〕



第２章　各教科

第

２

章

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

各
教
科

209

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｅ
　

ボ
ー

ル
運

動
系

・
球

技
 

（
凡

例
　

◯
：

ボ
ー

ル
を

持
っ

て
い

る
と

き
の

動
き

　
　

●
：

ボ
ー

ル
を

持
っ

て
い

な
い

と
き

の
動

き
）

Ｅ
　

ゲ
ー

ム
Ｅ

　
ボ

ー
ル

運
動

Ｅ
　

球
技

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

〔
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
〕

　
簡

単
な

ボ
ー

ル
操

作
と

攻
め

や
守

り
の

動
き

に
よ

っ
て

，
易

し

い
ゲ

ー
ム

を
す

る

○
ね

ら
っ

た
と

こ
ろ

に
緩

や
か

に
ボ

ー
ル

を
転

が
す

，
投

げ
る

，
蹴

る
，

的
に

当
て

る
，

得
点

す
る

○
相

手
コ

ー
ト

に
緩

や
か

に
ボ

ー
ル

を
投

げ
入

れ
た

り
，

捕
っ

た

り
す

る

○
ボ

ー
ル

を
捕

っ
た

り
止

め
た

り
す

る

●
ボ

ー
ル

が
飛

ん
だ

り
，

転
が

っ
た

り
し

て
く

る
コ

ー
ス

へ
の

移

動

●
ボ

ー
ル

を
操

作
で

き
る

位
置

へ
の

移
動

〔
鬼

遊
び

〕

　
一

定
の

区
域

で
，

逃
げ

る
，

追
い

か
け

る
，

陣
地

を
取

り
合

う
な

ど
を

す
る

○
空

い
て

い
る

場
所

を
見

付
け

て
，

速
く

走
っ

た
り

，
急

に
曲

が
っ

た
り

，
身

を
か

わ
し

た
り

す
る

○
相

手
（

鬼
）

の
い

な
い

場
所

へ
の

移
動

，
駆

け
込

み

○
少

人
数

で
連

携
し

て
相

手
（

鬼
）

を
か

わ
し

た
り

，
走

り
抜

け
た

り
す

る

○
逃

げ
る

相
手

を
追

い
か

け
て

タ
ッ

チ
し

た
り

，
マ

ー
ク

（
タ

グ
や

フ
ラ

ッ
グ

）
を

取
っ

た
り

す
る

〔
ゴ

ー
ル

型
ゲ

ー
ム

〕

　
基

本
的

な
ボ

ー
ル

操
作

と
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
の

動
き

に

よ
っ

て
，

易
し

い
ゲ

ー
ム

を
す

る

○
味

方
へ

の
ボ

ー
ル

の
手

渡
し

，
パ

ス
，

シ
ュ

ー
ト

，
ゴ

ー
ル

へ
の

ボ
ー

ル
の

持
ち

込
み

●
ボ

ー
ル

保
持

時
に

体
を

ゴ
ー

ル
に

向
け

る

●
ボ

ー
ル

保
持

者
と

自
分

の
間

に
守

備
者

が
い

な
い

よ
う

に
移

動

〔
ネ

ッ
ト

型
ゲ

ー
ム

〕

　
基

本
的

な
ボ

ー
ル

操
作

と
ボ

ー
ル

を
操

作
で

き
る

位
置

に
体

を

移
動

す
る

動
き

に
よ

っ
て

，
易

し
い

ゲ
ー

ム
を

す
る

○
い

ろ
い

ろ
な

高
さ

の
ボ

ー
ル

を
片

手
，

両
手

，
も

し
く

は
用

具
な

ど
で

は
じ

い
た

り
，

打
ち

つ
け

た
り

す
る

○
相

手
コ

ー
ト

か
ら

返
球

さ
れ

た
ボ

ー
ル

の
片

手
，

両
手

，
用

具
で

の
返

球

●
ボ

ー
ル

の
方

向
に

体
を

向
け

る
こ

と
，

も
し

く
は

，
ボ

ー
ル

の
落

下
点

や
操

作
し

や
す

い
位

置
へ

の
移

動

〔
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
型

ゲ
ー

ム
〕

　
蹴

る
，

打
つ

，
捕

る
，

投
げ

る
な

ど
の

ボ
ー

ル
操

作
と

得
点

を

と
っ

た
り

防
い

だ
り

す
る

動
き

に
よ

っ
て

，
易

し
い

ゲ
ー

ム
を

す
る

○
ボ

ー
ル

を
フ

ェ
ア

グ
ラ

ウ
ン

ド
内

に
蹴

っ
た

り
打

っ
た

り
す

る

○
投

げ
る

手
と

反
対

の
足

を
一

歩
前

に
踏

み
出

し
て

ボ
ー

ル
を

投

げ
る

●
向

か
っ

て
く

る
ボ

ー
ル

の
正

面
へ

移
動

●
ベ

ー
ス

に
向

か
っ

て
全

力
で

走
り

，
か

け
抜

け
る

こ
と

〔
ゴ

ー
ル

型
〕

　
ボ

ー
ル

操
作

と
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
の

動
き

に
よ

っ
て

，

簡
易

化
さ

れ
た

ゲ
ー

ム
を

す
る

○
近

く
に

い
る

フ
リ

ー
の

味
方

へ
の

パ
ス

○
相

手
に

取
ら

れ
な

い
位

置
で

の
ド

リ
ブ

ル

○
パ

ス
を

受
け

て
の

シ
ュ

ー
ト

●
ボ

ー
ル

保
持

者
と

自
分

の
間

に
守

備
者

が
入

ら
な

い
位

置
へ

の

移
動

●
得

点
し

や
す

い
場

所
へ

の
移

動

●
ボ

ー
ル

保
持

者
と

ゴ
ー

ル
の

間
に

体
を

入
れ

た
守

備

〔
ネ

ッ
ト

型
〕

　
個

人
や

チ
ー

ム
に

よ
る

攻
撃

と
守

備
に

よ
っ

て
，

簡
易

化
さ

れ

た
ゲ

ー
ム

を
す

る

○
自

陣
の

コ
ー

ト
（

中
央

付
近

）
か

ら
相

手
コ

ー
ト

へ
の

サ
ー

ビ
ス

○
味

方
が

受
け

や
す

い
よ

う
に

ボ
ー

ル
を

つ
な

ぐ

○
片

手
，

両
手

，
用

具
を

使
っ

て
の

相
手

コ
ー

ト
へ

の
返

球

●
ボ

ー
ル

の
方

向
に

体
を

向
け

る
こ

と
と

ボ
ー

ル
方

向
へ

の
素

早

い
移

動

〔
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
型

〕

　
ボ

ー
ル

を
打

つ
攻

撃
と

隊
形

を
と

っ
た

守
備

に
よ

っ
て

，
簡

易

化
さ

れ
た

ゲ
ー

ム
を

す
る

○
止

ま
っ

た
ボ

ー
ル

，
易

し
い

ボ
ー

ル
を

フ
ェ

ア
グ

ラ
ウ

ン
ド

内

に
打

つ

○
打

球
の

補
球

○
捕

球
す

る
相

手
に

向
か

っ
て

の
投

球

●
打

球
方

向
へ

の
移

動

●
簡

易
化

さ
れ

た
ゲ

ー
ム

に
お

け
る

塁
間

の
全

力
で

の
走

塁

●
守

備
の

隊
形

を
と

っ
て

得
点

を
与

え
な

い
よ

う
に

す
る

〔
ゴ

ー
ル

型
〕

安
定

し
た

ボ
ー

ル
操

作
と

空
間

を
作

り
出

す
な

ど
の

動
き

に
よ

っ

て
ゴ

ー
ル

前
へ

の
侵

入
な

ど
か

ら
攻

防
す

る
（

第
９

学
年

）

○
ゴ

ー
ル

方
向

に
守

備
者

が
い

な
い

位
置

で
の

シ
ュ

ー
ト

○
マ

ー
ク

さ
れ

て
い

な
い

味
方

へ
の

パ
ス

○
得

点
し

や
す

い
空

間
に

い
る

味
方

へ
の

パ
ス

○
パ

ス
や

ド
リ

ブ
ル

な
ど

で
の

ボ
ー

ル
キ

ー
プ

●
ボ

ー
ル

と
ゴ

ー
ル

が
同

時
に

見
え

る
場

所
で

の
位

置
取

り

●
パ

ス
を

受
け

る
た

め
に

，
ゴ

ー
ル

前
の

空
い

て
い

る
場

所
へ

の

移
動

●
ボ

ー
ル

を
持

っ
て

い
る

相
手

の
マ

ー
ク

〔
ネ

ッ
ト

型
〕

　
役

割
に

応
じ

た
ボ

ー
ル

操
作

や
安

定
し

た
用

具
の

操
作

と
連

携

し
た

動
き

に
よ

っ
て

空
い

た
場

所
を

め
ぐ

る
攻

防
を

す
る

○
ボ

ー
ル

や
ラ

ケ
ッ

ト
の

中
心

付
近

で
の

サ
ー

ビ
ス

の
ヒ

ッ
ト

○
ボ

ー
ル

を
返

す
方

向
に

ラ
ケ

ッ
ト

面
を

向
け

て
の

ヒ
ッ

ト

○
相

手
側

の
コ

ー
ト

の
空

い
た

場
所

へ
の

ボ
ー

ル
の

返
球

○
味

方
が

操
作

し
や

す
い

位
置

へ
の

ボ
ー

ル
の

つ
な

ぎ

○
テ

イ
ク

バ
ッ

ク
を

と
っ

た
肩

よ
り

高
い

位
置

で
の

ボ
ー

ル
の

打

ち
込

み

●
相

手
の

打
球

に
備

え
た

準
備

姿
勢

●
プ

レ
イ

開
始

時
の

定
位

置
で

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

取
り

●
ボ

ー
ル

を
打

っ
た

り
受

け
た

り
し

た
後

の
ボ

ー
ル

や
相

手
へ

の

正
対

〔
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
型

〕

　
安

定
し

た
バ

ッ
ト

操
作

と
走

塁
で

の
攻

撃
，

ボ
ー

ル
操

作
と

連

携
し

た
守

備
な

ど
に

よ
っ

て
攻

防
を

す
る

（
バ

ッ
ト

操
作

）

○
投

球
の

方
向

と
平

行
た

ち
で

の
肩

越
し

の
バ

ッ
ト

の
構

え

○
地

面
と

水
平

状
態

で
の

バ
ッ

ト
の

振
り

抜
き

○
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

た
ボ

ー
ル

の
ヒ

ッ
ト

（
ボ

ー
ル

操
作

）

○
ボ

ー
ル

の
正

面
に

回
り

込
ん

だ
ゆ

る
い

打
球

の
捕

球

○
投

げ
る

腕
を

後
方

に
引

き
な

が
ら

足
を

踏
み

出
し

た
大

き
な

動

作
で

の
ね

ら
っ

た
方

向
へ

の
投

球

○
守

備
位

置
か

ら
塁

上
へ

移
動

し
た

味
方

か
ら

の
送

球
の

捕
球

（
走

塁
）

●
全

力
疾

走
で

，
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

た
塁

の
駆

け
抜

け

●
打

球
や

守
備

の
状

況
に

よ
る

減
速

，
反

転
し

た
塁

上
で

の
停

止

（
連

携
し

た
守

備
）

●
捕

球
し

や
す

い
守

備
位

置
に

繰
り

返
し

立
っ

た
準

備
姿

勢
の

確

保

●
ポ

ジ
シ

ョ
ン

の
役

割
に

応
じ

た
ベ

ー
ス

カ
バ

ー
や

バ
ッ

ク
ア

ッ

プ
の

基
本

的
な

動
き



品川区立学校教育要領

第

２

章

各
教
科

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

210

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｆ
　

表
現

運
動

系
・

Ｇ
　

ダ
ン

ス

Ｆ
　

表
現

リ
ズ

ム
遊

び
Ｆ

　
表

現
運

動
Ｇ

　
ダ

ン
ス

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

第
７

学
年

，
第

８
学

年
及

び
第

９
学

年

〔
表

現
系

〕

　
身

近
な

題
材

の
特

徴
を

捉
え

，
全

身
で

踊
る

○
特

徴
が

捉
え

や
す

く
多

様
な

感
じ

を
多

く
含

む
題

材

○
特

徴
が

捉
え

や
す

く
ス

ピ
ー

ド
の

変
化

の
あ

る
動

き
を

多
く

含

む
題

材

○
い

ろ
い

ろ
な

題
材

の
特

徴
や

様
子

を
捉

え
，

高
低

の
差

や
速

さ

の
変

化
の

あ
る

全
身

の
動

き
で

即
興

的
に

踊
る

○
ど

こ
か

に
「

大
変

だ
！

○
○

だ
！

」
な

ど
の

急
変

す
る

場
面

を
入

れ
て

簡
単

な
話

に
し

て
続

け
て

踊
る

〔
リ

ズ
ム

系
〕

　
軽

快
な

リ
ズ

ム
に

乗
っ

て
踊

る

○
弾

ん
で

踊
れ

る
よ

う
な

ロ
ッ

ク
や

サ
ン

バ
な

ど
の

軽
快

な
リ

ズ

ム

○
へ

そ
（

体
幹

部
）

を
中

心
に

軽
快

な
リ

ズ
ム

の
音

楽
に

乗
っ

て
即

興
的

に
踊

る

○
友

達
と

関
わ

っ
て

踊
る

〔
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

〕

○
軽

快
な

リ
ズ

ム
と

易
し

い
ス

テ
ッ

プ
の

繰
り

返
し

で
構

成
さ

れ

る
簡

単
な

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス

〔
表

現
系

〕

　
身

近
な

生
活

な
ど

の
題

材
か

ら
そ

の
主

な
特

徴
を

捉
え

，
表

し

た
い

感
じ

を
ひ

と
流

れ
の

動
き

で
踊

る

○
身

近
な

生
活

か
ら

の
題

材

○
空

想
の

世
界

か
ら

の
題

材

○
題

材
の

主
な

特
徴

を
捉

え
，

動
き

に
差

を
つ

け
て

誇
張

し
た

り
，

表
し

た
い

感
じ

を
２

人
組

で
対

応
す

る
動

き
や

対
立

す
る

動
き

で
変

化
を

つ
け

た
り

し
て

メ
リ

ハ
リ

（
緩

急
・

強
弱

）
の

あ
る

ひ

と
流

れ
の

動
き

で
即

興
的

に
踊

る

〔
リ

ズ
ム

系
〕

　
軽

快
な

リ
ズ

ム
に

乗
っ

て
全

身
で

踊
る

○
軽

快
な

テ
ン

ポ
や

ビ
ー

ト
の

強
い

ロ
ッ

ク
の

リ
ズ

ム

○
陽

気
で

小
刻

み
な

ビ
ー

ト
の

サ
ン

バ
の

リ
ズ

ム

○
ロ

ッ
ク

や
サ

ン
バ

な
ど

の
リ

ズ
ム

の
特

徴
を

捉
え

て
踊

る

○
へ

そ
（

体
幹

部
）

を
中

心
に

リ
ズ

ム
に

乗
っ

て
全

身
で

即
興

的
に

踊
る

○
動

き
に

変
化

を
つ

け
て

踊
る

○
友

達
と

関
わ

り
合

っ
て

踊
る

〔
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

〕

（
加

え
て

指
導

可
）

〔
表

現
系

〕

　
い

ろ
い

ろ
な

題
材

か
ら

そ
れ

ら
の

主
な

特
徴

を
捉

え
，

表
し

た

い
感

じ
を

ひ
と

流
れ

の
動

き
で

即
興

的
に

踊
っ

た
り

，
簡

単
な

ひ

と
ま

と
ま

り
の

動
き

に
し

て
踊

っ
た

り
す

る

○
激

し
い

感
じ

の
題

材

○
群

（
集

団
）

が
生

き
る

題
材

○
多

様
な

題
材

○
題

材
の

特
徴

を
捉

え
て

，
表

し
た

い
感

じ
や

イ
メ

ー
ジ

を
，

動
き

に
変

化
を

付
け

た
り

繰
り

返
し

た
り

し
て

，
メ

リ
ハ

リ
（

緩
急

・

強
弱

）
の

あ
る

ひ
と

流
れ

の
動

き
に

し
て

即
興

的
に

踊
る

○
表

し
た

い
感

じ
や

イ
メ

ー
ジ

を
「

は
じ

め
-
な

か
-
お

わ
り

」
の

構
成

や
群

の
動

き
を

工
夫

し
て

簡
単

な
ひ

と
ま

と
ま

り
の

動
き

で
表

現
す

る

〔
リ

ズ
ム

系
〕

（
加

え
て

指
導

可
）

〔
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

系
〕

　
日

本
の

舞
踊

や
外

国
の

踊
り

か
ら

，
そ

れ
ら

の
踊

り
方

の
特

徴

を
捉

え
，

音
楽

に
合

わ
せ

て
簡

単
な

ス
テ

ッ
プ

や
動

き
で

踊
る

○
日

本
の

民
謡

，
軽

快
な

リ
ズ

ム
の

踊
り

，
力

強
い

踊
り

○
外

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
。

シ
ン

グ
ル

サ
ー

ク
ル

で
踊

る
力

強

い
踊

り
，

パ
ー

ト
ナ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

あ
る

軽
快

な
踊

り
，

特
徴

的

な
隊

形
と

構
成

の
踊

り

〔
表

現
系

〕

　
表

し
た

い
テ

ー
マ

に
ふ

さ
わ

し
い

イ
メ

ー
ジ

を
捉

え
，

個
や

群

で
，

緩
急

強
弱

の
あ

る
動

き
や

空
間

の
使

い
方

で
変

化
を

付
け

て

即
興

的
に

表
現

し
た

り
，

簡
単

な
作

品
に

ま
と

め
た

り
し

て
踊

る

○
身

近
な

生
活

や
日

常
動

作

○
対

極
の

動
き

の
連

続

○
多

様
な

感
じ

○
群

（
集

団
）

の
動

き

○
も

の
（

小
道

具
）

を
使

う

○
多

様
な

テ
ー

マ
か

ら
イ

メ
ー

ジ
を

捉
え

る

○
イ

メ
ー

ジ
を

即
興

的
に

表
現

す
る

○
変

化
を

付
け

た
ひ

と
流

れ
の

動
き

で
表

現
す

る

○
動

き
を

誇
張

し
た

り
繰

り
返

し
た

り
し

て
表

現
す

る

○
変

化
と

起
伏

の
あ

る
「

は
じ

め
-
な

か
-
お

わ
り

」
の

ひ
と

ま
と

ま
り

の
動

き
で

表
現

す
る

〔
リ

ズ
ム

系
〕

　
リ

ズ
ム

の
特

徴
を

捉
え

，
変

化
と

ま
と

ま
り

を
付

け
て

，
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

全
身

で
踊

る

○
シ

ン
プ

ル
な

ビ
ー

ト
の

ロ
ッ

ク
の

リ
ズ

ム

○
一

泊
ご

と
に

ア
ク

セ
ン

ト
の

あ
る

ヒ
ッ

プ
ホ

ッ
プ

の
リ

ズ
ム

○
ロ

ッ
ク

や
ヒ

ッ
プ

ホ
ッ

プ
な

ど
の

リ
ズ

ム
の

特
徴

を
捉

え
て

踊

る

○
リ

ズ
ム

に
乗

っ
て

全
身

で
自

由
に

弾
ん

で
踊

る

○
簡

単
な

繰
り

返
し

の
リ

ズ
ム

で
踊

る

〔
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

系
〕

　
日

本
の

民
踊

や
外

国
の

踊
り

か
ら

，
そ

れ
ら

の
踊

り
方

の
特

徴

を
捉

え
，

音
楽

に
合

わ
せ

て
特

徴
的

な
ス

テ
ッ

プ
や

動
き

と
組

み
方

で
踊

る

　 ○
日

本
の

民
踊

：
小

道
具

を
操

作
す

る
踊

り
，

童
歌

の
踊

り
，

躍
動

的
な

動
作

が
多

い
踊

り

○
外

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
：

パ
ー

ト
ナ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

あ
る

踊

り
，

隊
形

が
変

化
す

る
踊

り
，

隊
形

を
組

む
踊

り



第２章　各教科

第

２

章

国
　
語

社
　
会

算
数
／
数
学

理
　
科

生
　
活

音
　
楽

図
画
工
作
／

美
術
　
　
　

体
育
／
　

保
健
体
育

英
　
語

各
教
科

211

家
庭
／
　
　

技
術
・
家
庭

Ｆ
　

武
道

Ｆ
　

武
道

第
７

学
年

及
び

第
８

学
年

第
９

学
年

○
技

が
で

き
る

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
う

○
武

道
の

特
性

や
成

り
立

ち
，

伝
統

的
な

考
え

方
，

技
の

名
称

や

行
い

方
，

そ
の

運
動

に
関

連
し

て
高

ま
る

体
力

な
ど

を
理

解
す

る

○
基

本
動

作
や

基
本

と
な

る
技

を
用

い
て

簡
易

な
工

房
を

展
開

す
る

※
柔

道

　
・

相
手

の
動

き
に

応
じ

た
基

本
動

作
や

基
本

と
な

る
技

を
用

い

て
，

投
げ

た
り

抑
え

た
り

す
る

な
ど

の
簡

易
な

攻
防

を
す

る

※
剣

道

　
・

相
手

の
動

き
に

応
じ

た
基

本
動

作
や

基
本

と
な

る
技

を
用

い

て
，

打
っ

た
り

受
け

た
り

す
る

な
ど

の
簡

易
な

攻
防

を
す

る

※
相

撲

　
・

相
手

の
動

き
に

応
じ

た
基

本
動

作
や

基
本

と
な

る
技

を
用

い

て
，

押
し

た
り

寄
っ

た
り

す
る

な
ど

の
簡

易
な

攻
防

を
す

る

○
技

を
高

め
勝

敗
を

競
う

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
う

○
伝

統
的

な
考

え
方

，
技

の
名

称
や

見
取

り
稽

古
の

仕
方

，
体

力

の
高

め
方

な
ど

を
理

解
す

る

○
基

本
動

作
や

基
本

と
な

る
技

を
用

い
て

攻
防

を
展

開
す

る

※
柔

道

　
・

相
手

の
動

き
の

変
化

に
応

じ
た

基
本

動
作

や
基

本
と

な
る

技
，

連
絡

技
を

用
い

て
，

相
手

を
崩

し
て

投
げ

た
り

，
抑

え
た

り
す

る
な

ど
の

攻
防

を
す

る

※
剣

道

　
・

相
手

の
動

き
の

変
化

に
応

じ
た

基
本

動
作

や
基

本
と

な
る

技

を
用

い
て

，
相

手
の

構
え

を
崩

し
，

し
か

け
た

り
応

じ
た

り
す

る
な

ど
の

攻
防

を
す

る

※
相

撲

　
・

相
手

の
動

き
の

変
化

に
応

じ
た

基
本

動
作

や
基

本
と

な
る

技

を
用

い
て

，
相

手
を

崩
し

，
投

げ
た

り
い

な
し

た
り

す
る

な
ど

の
攻

防
を

す
る

Ｈ
　

体
育

理
論

Ｈ
　

体
育

理
論

第
７

学
年

及
び

第
８

学
年

第
９

学
年

○
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

が
多

様
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

理
解

す
る

※
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

は
，

体
を

動
か

し
た

り
健

康
を

維
持

し
た

り

す
る

な
ど

の
必

要
性

及
び

競
い

合
う

こ
と

や
課

題
を

達
成

す

る
こ

と
な

ど
の

楽
し

さ
か

ら
生

み
出

さ
れ

発
展

し
て

き
た

こ

と

※
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

に
は

，
行

う
こ

と
，

見
る

こ
と

，
支

え
る

こ

と
及

び
知

る
こ

と
な

ど
の

多
様

な
関

わ
り

方
が

あ
る

こ
と

※
世

代
や

機
会

に
応

じ
て

，
生

涯
に

わ
た

っ
て

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ

を
楽

し
む

た
め

に
は

，
自

己
に

適
し

た
多

様
な

楽
し

み
方

を
見

付
け

た
り

，
工

夫
し

た
り

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

こ
と

○
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

効
果

と
学

び
方

や
安

全
な

行
い

方
を

理
解

す
る

こ
と

。

※
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

は
，

身
体

の
発

達
や

そ
の

機
能

の
維

持
，

体

力
の

　
向

上
な

ど
の

効
果

や
自

信
の

獲
得

，
ス

ト
レ

ス
解

消
な

ど
の

心
理

的
効

果
及

び
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

合
意

し

た
り

，
適

切
な

人
間

関
係

を
築

い
た

り
す

る
な

ど
の

社
会

性
を

高
め

る
効

果
が

期
待

で
き

る
こ

と

※
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

に
は

，
特

有
の

技
術

が
あ

り
，

そ
の

学
び

方

に
は

，
運

動
の

課
題

を
合

理
的

に
解

決
す

る
た

め
の

一
定

の
方

法
が

あ
る

こ
と

※
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
行

う
際

は
，

そ
の

特
性

や
目

的
，

発
達

の

段
階

や
　

体
調

な
ど

を
踏

ま
え

て
運

動
を

選
ぶ

な
ど

，
健

康
・

安
全

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

○
文

化
と

し
て

の
ス

ポ
ー

ツ
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

※
ス

ポ
ー

ツ
は

，
文

化
的

な
生

活
を

営
み

よ
り

よ
く

生
き

て
い

く

た
め

に
重

要
で

あ
る

こ
と

※
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
や

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
及

び
国

際
的

な
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
は

，
国

際
親

善
や

世
界

平
和

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
こ

と

※
ス

ポ
ー

ツ
は

，
民

族
や

国
，

人
種

や
性

，
障

害
の

違
い

な
ど

を

超
え

て
人

々
を

結
び

付
け

て
い

る
こ

と




